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　執事の顔色が悪い。

　長年ロスフェルト伯爵家に仕えてくれている彼は、良いこと悪いこと、どちらが起きても表情を変えることがなかった。

　いまも表情は変わらない。

　だがすこぶる顔色が悪かった。

　いろいろ重なってしまったのだ――数年をかけ、大掛かりな整備を領地であるクラーセンでおこなった。

　道や水路だけでなく、私塾や役所、医院まで整備した。ロスフェルト家の屋敷の修繕まで手をつけ、簡単にいうなら出費が重なっている。

　ロスフェルト家の歴史上、類を見ないほど膨大で、しかし必要な出費である。

　計画を立ち上げた時点で、覚悟はしていたものだった。

　領地では近年豊作が続き、穀物の備蓄もできている。鉱脈などを持たない平地で構成されたクラーセンは、収穫の時期は毎年見渡す限りの麦畑が広がった。滅多なことでは飢えない。出費は大きかったが、借財を抱えていない。蓄えを放出した状態になっても、向こう十年ほどでもとに戻るだろう、と計画を立てていたのだ。

　フェリーネは冷めていくカップのお茶を見下ろした。

　大きな出費があったところで、伯爵家がかたむくような想定はなかった。領民との関係も良好だと信じている――今後もきっと。

　両親が同時にため息をついた。

　つい先日、ロスフェルト伯爵家は王命を拝領した。

　――隣国カウべルスの第二王子を預かるように、と。

　王族が滞在するとなれば、適当なもてなしで済ますことは許されない。それなりどころでない予算を確保しなければならなくなる。

　口にしたお茶は冷めていた。

　フェリーネも両親も冷めたお茶を平気で飲む。王子に対しては許されないことだ。冷めたものを放置するのも、それを口にさせることも。第二王子はどのくらい従者を引き連れてくるのか。彼らに対しても、おざなりな対応はできない。

　王命を記した書面には、助成金についてなにも書かれていなかった。場合によっては、全額ロスフェルト家の持ち出しとなる。

　蓄えがなくとも――当たり前に暮らすなら、問題はなかったのだ。

「……最終手段になるが、支度金と持参金から出すしか……」

　フェリーネの父、ランベルトのそれは呻き声に近かった。母であるルースが弾かれたように顔を上げる。

「あなた……駄目よ、それはフェリーネのものよ」

「だが、こればかりは……さすがに……」

　両親が揃ってうつむく姿などめったに見られるものではなく、見たいものでもなかった。

　いずれフェリーネが嫁ぐその日のために、両親は支度金と持参金を用意してくれているのだ。温存されているそれを、最終手段として崩すしかなくなるかもしれない。

　まだ手段があるのならよかった、とフェリーネはちょっとだけ気持ちが軽くなった。

　本来なら軽くなってはいけないのかもしれない。

　フェリーネは年明けの春の吉日、婚約の宣誓式を控えていた。

　――隣国の王子が滞在することを理由に、宣誓式を延期できないだろうか。もし延期にできるなら、持参金に手をつけてもかまわない。

　そう口にしたかったが、フェリーネはその言葉は呑みこんだ。

「……ごちそうさま。ちょっと出てきます」

　全員でため息をついていても好転はしない。フェリーネが席を立つと、両親も腰を上げた。一礼した執事が、父の影のように付き添っていく。

　もう何年かすれば、おなじテーブルには弟たちが着席するはずだ。お茶の時間の体ていを取った家族会議である。楽しくないお茶会に呼ぶには、十歳と七歳の弟たちは幼なすぎる。

　隣国のカウベルス王家が、国境沿いにあるクラーセンの領主であるロスフェルト家を名指しにした、その理由はわかっている。

　現在隣国はトウサの流行中だ。

　トウサは死に至ることの多い病であり、ひとの間で感染していく。

　初期症状は軽い風邪との区別が難しい。感染者は発症から十日ほど置き、容態が劇的に悪化して意識を失う。そこから意識を取り戻せた患者はほぼ助かり、そうでないものはそのまま永遠の眠りに就く。

　感染力の強いトウサに特効薬はなく、しかし一度かかれば二度と発症しない。

　フェリーネが幼いころにもダンメルス国内でトウサが猛威をふるい、ロスフェルト家ならび領民たちはほぼ全員が罹患済みとなっている。

　この先フェリーネがトウサにかかることはない。隣国とのくにざかいに位置するロスフェルト領地内、そこに暮らす一定の年齢以上のものは全員そうだ。

　だからこそ、王命が下ったのだとわかる。

　隣国からの移動がたやすく、トウサの気配がない。

　滞在を予定しているカウベルス国第二王子イザークはトウサにかかり、いまは回復期にあるという。

　隣国カウべルスではいまなおトウサが蔓延している。二度はかからないとはいえ、カウベルスの王室はイザークを安全な場所に移そうとしているのだ。

　隣国の第一王子は過去にトウサに罹患した後、長い療養に入り、それ以降一切まつりごとの場に出ていないという。

　カウベルス王家の事情を漏れ聞くことはないが、大切な王子を隣国に預けるのは異例のことだ。もしかするとかなりきわどい状況にあるのかもしれない――などと、勝手な想像をしてしまいそうになる。

　ただの療養であっても、なにか問題があるのだとしても、ロスフェルト伯爵家は拒否することもべつの提案を出すこともできない。

「王子殿下を預かるのは、この際もうどうでもいいのよね」

　屋敷の庭から敷地を出る。そこには夏が過ぎ秋に向かう丘陵地帯が広がり、点々と立ち働く領民の姿があった。

「できれば婚約を……」

　――先延ばしにできないだろうか。

　自分があまり結婚に乗り気でないことに、フェリーネはかなり前から気がついていた。

　両親どころか親類も領民も、概ね既婚者の夫婦仲は良好だ。お相手となるフェルヘイ家とは、かなり遠くなるが血縁関係である。何度か顔合わせをした未来の婚約者ミヒル・フェルヘイは、お調子者なところがあるが悪いひとではなさそうだった。

　問題はフェリーネのほうにあるのだ。

　会いたいひとがいる。

　話をして、笑顔を見て、となりに寄り添っていたい。

　数年前、隣国でトウサが猛威を振るいはじめたころだ。罹患経験者で結成された医療団にフェリーネも参加し、カウベルス国で活動したことがあった。教会運営の医療団であり、騎士団の護衛もついていた。

　彼――ユーリとは、そのときに知り合った。

　参加し籍を置く上で、身分は全員が医療団員とされた。フェリーネは伯爵家から一時的に離れ、ひたすら隣国で病の床に伏したひとびとの看護に明け暮れることになった。

　もうトウサにかからないとあって、医療団の面々はとくに劣悪な環境に身を置くことになり――フェリーネはそこでユーリと出会ったのだ。

　彼は病を脱し、回復期にあると話していた。痩せて顔色も悪く、ユーリの足下はふらついていた。だが自分より症状の重い、病床のカウベルスの民に献身的な看護を見せていた。

　彼を好きだと自覚したのは、暗く湿った薬草庫の整理をふたりで手がけていたときだ。

　ユーリはカウベルスに伝わる童謡を歌って聴かせてくれた。

　半地下の湿った石室に響く声に耳をかたむけ、はじめてフェリーネは彼への好意を自覚していた。

　歌声だけで、彼はフェリーネをしあわせな気分にしてくれる。

　不揃いに伸びた彼の黒い前髪の間から、碧の瞳がのぞくのが好きだった。フェリーネの視線に気がついた彼の瞳が、前髪の下で細められるのが好きだった。痩せた彼の背がフェリーネより高いところも好きだったし、筋張った手の動く様子も好きだった。

　ふたりでたくさん話をした。思いつくまま出ていく言葉には荒唐無稽なものも混ざり、彼の反応もなにもかもが愛おしく思い出される。

　だがもうすべて過去のことだ。

　医療団の必要がなくなる目処が立てば、ダンメルスに帰国するのは当然だった。

　その後も隣国カウベルスではトウサが流行しているが、もう彼が感染することはない。

　――いまごろどうしているだろう。

　――もう会うことはないだろう。

　春にはフェリーネは宣誓式を迎え、婚約を受け入れることになる。そうすれば再来年には嫁いでいるはずだ。支度金と持参金が消えれば、婚家での扱いが劣悪なものになる可能性もあった。手をつけるとしたらどのていどか、それも明らかになっていない。

　吹き抜ける風に、スカートの裾が揺れる。

「……そうだわ、ドレスも新調しないと」

　衣装室のドレスを思い浮かべる。どれも着古したものだが、ボロボロになっているわけではない。領地の仕立屋は腕がよかった。

　王子殿下の滞在期間がどのていどになるか不明となれば、新調するドレスも一着二着で済まないだろう。適当な装いで対応するなど許されない。

　新調するにしても、ロスフェルト伯爵家全員分となる。

　執務室にある出納帳に目を通したことはないが、つい先日父が「仕立屋の収入になるんだ、いいじゃないか」と話すのを聞いた。母も母で「あそこはお孫さんが生まれるはずよ、なにか贈り物をしたいわね」と言葉を添えていた。ふたりとも疲れた顔をしていて、明るい笑顔と笑い声を絶やさないのは弟たちだけだ。

　フェリーネはそびえる山脈の遠景えんけいを見つめた。

　あちらにはロスフェルト家の所有する別荘がある。

　回復期にあるという第二王子イザークの容態も心配だが、移動できるのだから瀕死ではないだろう。隔離が必要なら、くにざかいにあるロスフェルト家で療養してもらう。だが感染の心配がなければ、あちらの別荘に移ってもらうのも案のひとつだった。

　そこまで考えていたフェリーネは、流れていこうとする思考のしっぽをたぐり寄せた。

「移ってもらうかもしれない……？」

　思いつきに、自然と笑みが広がっていく。

　――自分が生家を離れたらいいのだ。

　理由はなんでもいい、別荘の管理でも領地視察でも。フェリーネは馬に乗れるし、カウベルスへの医療団に参加したときの経験から、身のまわりのことはひとりでできるようになっている。

　――自分が離れたら、ひとり分の費用が浮く。

　さっそく両親に相談しよう。

　フェリーネはきびすを返し、屋敷へと走りはじめていた。






　　　　　　　　●






「フェリーネ！」

　声をかけられても、笑顔を向けられても、フェリーネは反応できないでいた。

　黒々とした艶のある毛並みの馬の上から、明るい笑顔が向けられている。

「元気にしてた？」

　まさか、とこぼれ出そうになった言葉を抑えようと、フェリーネは口元を両手で覆った。

　目の前で馬が足を止め、彼が地面に降り立つ。フェリーネより頭ひとつは背が高く、整えられた前髪はやわらかそうで、その下で輝く碧の瞳に射貫かれ、胸の鼓動で苦しくなっている。
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「ユ……ユーリ？」

　名を口にすると、彼の笑顔がさらに花開くように艶やかになった。ほんとうに、本物の彼が目の前にいる。夢ではない証拠にフェリーネの胸に甘い痛みが広がっていた。

「ユーリ、ユーリなのね？」

「そうだよ！　ダンメルスに着いたばかりで、すぐフェリーネに会えると思わなかった」

　フェリーネは彼を抱きしめたくなった。しっかり抱擁して、再会を喜びたい。それを押し留めようと懸命になっている気持ちをよそに、ユーリが手をにぎってくる。

「あの……ほら、聞いてるかな、うちの国の王子がロスフェルト伯爵に面倒をみてもらうことに」

「え、ええ、聞いてる――けど」

　フェリーネはあたりに視線を走らせていた。

　いつもの長閑のどかな風景が広がっている。伸びた道を行き交うものはいなかった。収穫期で忙しい領民は、日の高いいまの時刻には忙しく働いているところだ。

「ユーリ、ひとりなの？」

　カウベルスの先遣隊――というわけではなさそうだ。あたりには馬車のひとつも見当たらない。

「俺、現地視察に来たんだ、先触れも兼ねて。本隊はまだだけど……クラーセンに入るまでは、ほかに騎士が同行してたんだよ。さっきわかれて、王都に向かってもらってる」

「そうなのね、驚いたわ。また……会えるって、思ってなくて」

　フェリーネの胸のなかが、喜びで満たされていくのがわかる。彼を見上げた視界が、こみ上げてきた涙でぼやけていく。

「フェリーネ」

　彼から顔を背けようとしたが、うまくいかなかった。

　思い出の彼とは比べものにならないはやさでユーリは動いた。すっかり健康を取り戻している姿に、嬉しくてたまらなくなった。顔を向けようとした先に回りこみ、フェリーネの手をにぎってくる。反射的ににぎり返したとき、フェリーネの瞳から涙が粒になってこぼれ落ちていた。

「……な、泣いたりしてごめんなさい。ちょっとびっくりしちゃって」

「泣くほど嬉しかった？」

　冗談めかした声に、フェリーネは素直にうなずいていた。

「もう会えないと思っていたの。ほんとうに運がいいわ、私。あなたに会えるなんて、こんな嬉しいことって……」

「喜んでもらえて、俺も嬉しいよ」

「でも私、明日ここを離れるの。王子殿下の静養地の候補がほかにもあるから、いちおう確認に……」

「フェリーネが行くの？」

「え、ええ。静養地の候補、クレルクって町のあたりなんだけど、ロスフェルトの別荘があって……何度か足を運んだことがあって知っているから」

　金策の都合で、とは口にしづらい。

　自分だけ領地を離れる、と提案したのは三日前のことだ。いつ第二王子がやって来るかわからず、それなら迅速にフェリーネはクラーセンを発ったほうがいい、と。

　なにか言葉を探しているのか、ユーリの視線がさまよった。

「会えてよかったわ！　これからロスフェルトに行くの？　案内するわ」

「そうだね。うん、伯爵に挨拶にうかがうよ」

　馬を引くユーリと、ゆっくり歩きはじめる。

「あのね、カウベルスでは話さなかったけど……私、ロスフェルト家の娘なの」

「そうなんだ？」

　返事はどこか空々しく、彼はすでにそれを知っている気がした。王子を預ける先なのだ、ロスフェルト家の子細は調べ上げられていそうだった。

　そこからの彼を独り占めする時間は、フェリーネを浮き足立たせた。婚約を控えた身であるという事実が、頭のすみにちらちら見え隠れする。ユーリに対する好意に後ろめたさが湧いてしまう。

　――いまするべきことを。

　フェリーネは気を取り直すと、周囲を指差し説明しはじめた。

　広がる景色は、どこもかしこもフェリーネの育った場所だ。木々や古い建物、井戸。ひとつひとつに思い出があり、ユーリにそのすべてを伝えたくなる。

　いつまでもそうしていたかったが、道の先にロスフェルトの屋敷が見えてきた。

　使用人が屋敷から小走りに駆けつけてくる。ユーリの馬の胴衣には、カウベルス王家の紋が入っていた。領地の誰かがそれを見つけ、屋敷にしらせに走ったのかもしれない。

　本来ならフェリーネがそうするべきだったが、駆けつけた使用人が目前に迫っても、ユーリのそばを離れたくなかった。

「……発つ前にユーリと会えてよかった」

「フェリーネ」

「お嬢さま、お客さまでいらっしゃいますか」

　駆けつけた使用人はそう尋ねながらも、馬の胴衣に目を向けていた。

「カウベルスからいらしたの、お父さまに知らせてくれる？」

「かしこまりました」

　急いだ様子で屋敷に戻る使用人の背に、フェリーネは息をつく。ユーリを独り占めできるのはここまでだ。この先、彼は役目をもって行動する。これからロスフェルト家は王子殿下を迎え、その間フェリーネは屋敷に戻らない。

　ユーリと会えるのは、これが最後の機会だろう。

　――婚約前に会えてよかった。

「ユーリ、いきましょう」

　となりに立つユーリは、どこかかたい表情を浮かべていた。
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　すべていい思い出になるはずだ。

　元気になったユーリの姿が見られて、おいしそうに料理を食べる姿を見られて、楽しそうに話す姿を見られて、たくさんの笑う声を聞いた――何度も何度もフェリーネは思い返していた。

　どうしても、ユーリのことを過去にできないでいる。

　会えてよかった、と反芻するときにかならず、この先も彼と一緒にいたいと思ってしまう。

　素敵な思い出にし、なにひとつ悔いることなく、婚約の宣誓式にのぞみたい。フェリーネはいずれ嫁いでいくのだ。

　ユーリに会えたのは幸運だったが、家同士の約束事での結婚が待ち受けている。そのことを否応なしに自覚させられた。

　彼は姓を名乗らなかった。現地を視察する特務だという――そのため名乗ることはできない、と。カウベルス王であるブリンクラン家の御璽の入った書簡を携えていた。王家の特命を帯びたなら、それなりの地位にあるはずだ。おそらく上位の爵位の家系ではないか。

　任務中のため、と最初ユーリは歓待を辞退しようとした。しかし医療団でフェリーネが知り合った相手である。過去に病魔を乗り越えた友人をもてなしたい、とロスフェルト家は申し出、ユーリはそれを受け入れてくれた。

　ロスフェルト家のもてなしの席で、まだユーリが未婚だと知ってしまった。よりによって婚約者もいないという。仕事に忙しく、色恋沙汰とは無縁だと話していた。どの情報も、フェリーネを息苦しくさせるものだった。

「ユーリさま、お忙しいのね。夜明けに出ていかれたわ」

　フェリーネがクレルクに発とうという朝、起き抜けに聞いたのは母からのその言葉だ。すでに彼は両親に見送られ、屋敷を発っていた。

「そう……王子殿下のための視察でしょう？　ゆっくりしていられないんじゃないかしら」

　そういいながら、フェリーネは自分も出発するため馬車に向かっていた。

　目が覚めたら彼はおらず、そのことでひどく胸のなかが重苦しくなった。

　一言くらいなにか言い置いてくれたらいいのに、と未練がましく思う気持ち――そして夢のように彼が消え、安堵する気持ちが胸に同居していた。

「気をつけてね、フェリーネ」

「手紙を書きなさい、フェリーネ。なにがあっても、なにもなくても」

　両親と弟たちの見送りに手を振るなか、馬車が動きはじめた。

　車窓を見慣れた景色が流れていく。御者見習いの少年が乗った馬が、馬車に併走して進んでいる。街道に出たところでフェリーネは馬車から乗り換え、みずから馬を駆ることになっていた。

　目指すクレルクまで馬で一気に進み、間でかかるだろう宿代を浮かせる。なにもそこまでしなくても、と両親は渋っていたが、フェリーネは馬で思い切り街道を駆けてみたかった。ひとりで出かけ、宿に泊まり、馬で駆ける――そんなことはこの先できなくなる。

　ロスフェルトの私道から街道に抜け、馬車は速度を落としはじめた。停まると同時に、フェリーネはちいさなカバンを手に地上に降り立った。少年と交代で馬にまたがり、彼が御者席に飛び乗るのを見届ける。

「荷物はクレルクの別荘までお願いね、置いたら私のことは待たないで戻っていいわ」

「かしこまりました。お嬢さま、どうぞお気をつけください」

　御者と見習いの少年に笑顔を向ける。

「ありがとう。あなたたちも気をつけてね」

　フェリーネの荷を載せた馬車は、伯爵家の紋を負って走っていく。

　ロスフェルト家の領地だけでなく、カウベルス国内は治安が安定しているといわれている。とはいえ、女性のフェリーネがひとりで街道を進む間は、あるていど緊張感を持っていたほうがいいだろう。

　馬車を見送ったフェリーネは、街道沿いに並ぶ店をのぞくことにした。すぐに発っては、馬車に追いついてしまう。馬と馬車は走る道が違うが、少し間を置いて出発したかった。

　ここからはひとりだ――フェリーネは気を引き締める。

「ああ……そうだわ」

　うっかりしていた。

　給仕が用意してくれた昼食のバスケットが、フェリーネのすわっていた座席に置き去りだ。

　さっそくつまづいた気分になりかけた。が、逆にこの先つまづかないで済みそうだ、と妙な自信が湧いてきた。

　とにかく食事の確保をするべく、飲食物を扱う店に足を向けたフェリーネは、そこに見知った顔を見つけたのだった。









「やあ、フェリーネ。ここのパン、おいしいよ」

　開け放された窓際、店内の席から声がかかる。

　再会したときとおなじだった。

　彼に声をかけられ笑顔を向けられているのに、フェリーネは反応できないでいる。

「フェリーネ？　どうかした？」

「……どうかって……ユーリ、どうしてここに」

　食堂を兼ねた店内は半分ほど席が埋まり、そこから手招きするユーリの向かいに腰を下ろす。いまも彼の眼差しは明るい。

「驚いた？」

「ええ……ええ、もう出発したと聞いてたから……」

　会えないのだと、そう思っていたのだ。

　近づいてきた給仕に、彼とおなじものを、と告げる。半分ほど食べ終えているが、スープとサンドイッチはおいしそうだった。

「食べてる間にフェリーネと行き違いにならなくてよかった」

　料理はすぐ運ばれてきた。その場ですばやくユーリが支払いを済ませてくれて、自分の財布を出そうとしたフェリーネに手のひらを向けてくる。

「びっくりさせたお詫びだから、気にしないで」

「……ありがとう、ご馳走になるわ。でも、行き違いって？」

「このあたりの様子を見ながら待ってたんだよ、フェリーネのこと」

　彼が目の前にいる、それだけで嬉しくなる。

「待ってって……もしかして、見送り？　そのために待っていてくれたの？」

　ユーリの口振りから、期待のこもったそんな言葉が出てしまう。わざわざ彼が待っていてくれたなら、もう一度会いたいと思っていてくれたなら。

「見送りというか、俺もクレルクに行くんだ」

「えっ」

　スプーンをにぎった手が止まった。

「だって、別荘地に移る可能性もあるだろ？」

　フェリーネは驚いていたが、視察をするのなら、可能性のあるところはすべて足を運ぶのは当然かもしれない。

「このあたり、さすがにロスフェルトが直接管理してるだけあるね。治安はまったく問題なさそうだ」

　安全が確信できた場所はもう視察する必要はなく、長居する理由もない――それならば、次は療養地候補となるクレルクの治安を確かめる。そういうことらしい。

　治安に関しては、フェリーネは自信を持ってうなずくことができる。ここから先、自分ひとりで馬を使うつもりでいたのだから。

「ご一緒させてもらうよ、フェリーネ」

　お役目があっての同行だ。そう思わなければいけないのに、フェリーネは笑顔になっていた。

　再会できて嬉しい。彼が健康を取り戻し、元気な姿でいることが嬉しい。向かい合って食事を摂れることが嬉しい。

　なにより――彼に決まった恋人がいないことが嬉しい。

　ふいにこぼれそうになったため息を噛み、フェリーネは混雑してきた店内を見回した。

「フェリーネ、出発しようか」

　ひとり馬で街道を一気に駆けるのと、ユーリと一緒に行くのとどちらがいいか――考えるまでもなく、浮き足立ったフェリーネは彼に微笑みかけていた。









　大きな街道への便がよく、宿場町としての顔を持つクレルクは、行き交う物もひとも多い。

　二日馬を走らせ到着したそこは、活気に溢れ輝くようだった。フェリーネは祭りを連想していた。クラーセンと比べるなら、年に一度の収穫祭を思い起こさせるにぎやかさだ。

　このにぎやかさは、ここクレルクでは日常なのだ。片手の指で足りるていどの訪問回数だが、訪れたときフェリーネはいつも人出の多さに驚いていた。それこそ祭りの時期には、通りにひとが詰めかけ、思うように進めなくなるほどだという。その時期に訪れたことはなかったが、きっとそのとおりだろう。

　きょろきょろと物珍しげにあたりを見回すのは、フェリーネや到着したばかりらしい旅装束の顔ばかりだ。

　馬を引き、クレルクの大通りを歩いていく。

　彼と合流してからの二日間、馬にはがんばってもらっていた。街道沿いにはロスフェルト家が所有する家屋が点在し、関係者が使用できるようになっている。夜はそこで身体を休めた。

　ユーリと一緒なのだ、緊張して寝つけないかもしれない、とひそかに心配していた。しかしそれは杞憂に終わった。馬を駆り続け疲労に包まれたフェリーネは、横になり目を閉じると同時に眠りに落ちていったのだ。

「目移りしちゃうわね」

　通りの両脇には露店が並んでいる。昼を過ぎたところで、飲食物を扱う露店がとくににぎわっていた。

「ねえユーリ、カウベルスはいまはどんな風景になっているの？」

　フェリーネの知る隣国カウベルスは、トウサの猛威と恐怖の下、ひどく疲弊した眺めの土地だった。働き手が失われ、ひとの気配があってもひたすら静かな風景――それが目にしてきたものだ。

「いい景色になってきてると思う。フェリーネがいたころより、ずっといい町だよ」

　自国に思いを馳せるユーリの瞳は明るかった。

「よかった。にぎやかになった？　ここみたいな……」

「俺が話すんじゃなくて、フェリーネにはカウベルスに来て、直接見てほしい」

　フェリーネは返事ができなかった。

　――いってみたい。

　気軽に足を運べる距離ではなく、フェリーネにはカウベルスに行くための時間が残っていない。嫁いだら最後、勝手な理由で出かけていくなどできないだろう。カウベルスの町にどんな変化が起き、どんな風景が広がるようになったのか、我が目で見届けてみたい。それが婚家で許されるものかどうか、近い将来知ることになる。

　――ユーリの故郷に、彼と一緒に。

　急に息苦しくなり彼から目を逸らした先で、フェリーネはべつの瞳と視線が合った。

「いらっしゃいませぇ！　ごらんになってってください！」

　小物を商う露店で、まだ十に満たなそうな少女が店番をしていた。目の合ったフェリーネに、満面の笑みを向けてくる。

「職人手製の品です、のぞくだけでもどうぞ！」

　少女が店番をするのは、指輪や腕輪の並べられた露店だ。お得、傷あり、との看板が置いてある。

「傷あり？」

「傷っていってもちっちゃくて、あんまり目立たないですよ、かわりにお得なんです。お揃いでつけて、なかよしだってみんなに見せつけちゃいませんか！　色男色女、もてもて男女はだいたいお揃いに飾りつけて……」

　つるつると少女の口から流れる売り口上に、フェリーネはつい笑い出していた。覚えた言葉を一生懸命に唱えているのがわかる。フェリーネも家庭教師との授業で、暗記した建国史をおなじように唱えていたものだ。

「おねえさんすてきな笑顔ですね！　おしゃれしたら、もっとすてきになっちゃいますよ！　ねっ、おにいさんもそう思いませんか！」

　露店で商う傷物――少女の態度が好ましいことも手伝って、フェリーネにはどの品も粗悪品には見えなかった。

「気に入ったの、ある？」

　フェリーネのとなりから露店をのぞきこむユーリに、少女が目を輝かせる。

「おためしください！　おふたりとも、どうぞどうぞ！」

　腕輪にも土台が金属のもの木のもの、紐を編んでつくったものがある。傷が目立つものも、どこにも見当たらないものも。ゆっくり眺めたくなるが、クレルクについたばかりだ、ここで時間を使い果たすわけにはいかない。

「……これ、とてもきれいね」

　フェリーネが手に取ったのは、木製の腕輪だった。丸められた木の土台に、薄い青の石がはめこまれている。

「お目が高いです、ほりだしものですよ！」

　どこからともなく、少女が手鏡を取り出した。はめた腕を確かめやすいように、曇りのある手鏡をフェリーネに向けてくれる。

「おにあいです！」

「つけた感じはどう？　ほかの色は……」

　おなじ木製の土台の腕輪には、色違いの石のものがいくつかある。

「カウベルスで見た空が、こういう色だったの。こちらをいただくわ」

　となり合った国だというのに、ダンメルスよりカウベルスのほうが快晴の空の青が薄かった。

「じゃあ俺は、こっちを。フェリーネとはじめて会ったとき、空がこんな色だった」

　ユーリが手にしたのは、赤い石のはまった腕輪だった。初対面のとき、確か日が落ちようとしていた。道が悪く、フェリーネたち医療団の到着が遅れたためだ。

「そちら珊瑚になります、海からきた石ですよ！　お買い上げありがとうございます！」

　少女はお手入れ用です、とやわらかいちいさな布を差し出してくる。

　食事のときとおなじく、ユーリが腕輪ふたつ分の支払いをしようとする。フェリーネは彼を止め、自分の財布を取り出した。

「せっかくだもの、ちゃんとお買い物したいわ」

　値札の金額は、さほど高いものではない。通りしな、気に入ったものを見つけた、と気軽に手を出せるていどだ。

「それなら、おたがいに贈り合ってみる？」

　ユーリの提案に目を丸くしていると、会計用の受け皿を両手に掲げた少女がにこにこと待っている。

「売り子さんを待たせたら悪いよ。じゃあ俺はこの青い石の腕輪を買う」

「それじゃあ……私は、珊瑚のものを」

「ありがとうございます！　みがきっこするの、とっても楽しいですよ！」

　フェリーネもユーリも、少しばかり色をつけて腕輪の支払いをした。すると店番の少女は、天にものぼるような笑顔を浮かべたのだった。









　クレルクはアンドレ・ロスフェルトが治めている。フェリーネの父、現ロスフェルト家当主の実弟だ。

　ただ今回アンドレ叔父のもとを訪ねる予定はない。

　一昨年から、叔父も叔父でクレルク周辺の下水整備に手をつけている。そして実際のところ、叔父も金欠に陥っている――できればイザークにはクレルクに滞在しないでほしい、と率直な手紙をクラーセンに送ってきていた。

　クラーセンへの滞在となった場合、もちろんイザークの滞在費用はロスフェルト本家が請け負うことになる。とはいえ、イザークがクレルクを訪れたら、叔父にも幾許いくばくかの負担が出るのは間違いない。

「貧乏ってよくないわよね」

　活気のあるクレルクの町には、貧しい気配は見当たらない。叔父がいくら金欠とはいえ、税を上げることはせず、暮らすひとびとに累がおよぶ状態ではないのだろう。

　叔父のアンドレ・ロスフェルトは四十代半ばだ。下水整備は叔父の管理下でおこなえる、最大で最後の事業になるはずだった。金欠だろうが資産が有り余っていようが、やり遂げなければならない。今後を担うべく、従兄弟らは王都の学院で日夜勉強中だ。

「フェリーネ、お金がほしい？」

「もちろん！」

　元気よくこたえると、ユーリが楽しそうに笑った。

「いくらでも使っていいっていわれたら、フェリーネはどうしたい？」

「そうね、手始めにみんなで宴会をして……それから寝具を一新するわ。ベッドが気持ちいいと、すごく嬉しくならない？　それから……」

　次々と願いは出てきた。どれもこれもすぐに叶えられそうな、わけのないものだ。

　ユーリの質問は戯れで、フェリーネの返答も戯れだ。再会してすぐ別れると思ったのに、いまもまだ彼とこんな会話ができていることが嬉しかった。

「一年中好きな果物が食べられたらいいわね、私、蜜のいっぱい入った林檎が好きなの。年中林檎が食べられたら、鳥たちも喜びそうじゃない？」

「鳥たちにお裾分けしてあげるの？　やさしいね――一年中好きなものが手に入る栽培方法を、お金の力で実現できるかな」

「……できたらいいわね」

　季節の移ろいがある以上、作物の収穫時期を調整するのは難しそうだ。

　もしほんとうに山のようなお金があったら、とフェリーネは胸のうちでため息をつく。きっとイザークの滞在に頭を悩ませなかっただろうが、こうやってユーリと肩を並べて歩くこともなかった。

「実際そんなお金があったら、病院と研究所をつくりたいわね」

「病院と研究所か」

　大陸諸国では定期的にトウサが流行する。現在は誰しもが一度はかかる病だが、生命にかかわることもあり根絶は大陸諸国の悲願だった。周辺のいくつかの国にはそういった施設が整えられているが、ダンメルスではまだ国主体ではなく、各領主の采配頼りだ。

「お医者さんや学者さんが打ちこめる環境がほしいわ」

　流行のたびに死者が出る。いまは収束しているが、どこであっても人手が有り余る、という状況はなかなか訪れないでいた――かかったことのない世代が生まれ、主体となったころ、再流行するのが常だ。

「いい案だと思うけど。フェリーネ、なんだか気乗りしていないみたいだね」

　フェリーネの口調が重いものだったからか、ユーリが尋ねてくる。

「……だって、環境しかつくれないのよ。あとはがんばってください、だなんて」

　その後の言葉が出てこなかった。

　医療団の一員としてカウベルスに足を踏み入れたフェリーネは、病と向き合う過酷さを目の当たりにしている。参加したものの、奉仕活動と病と正面から向き合うことはまったく違うものだった。

　医学や薬草の知識のないフェリーネにできるのは、手伝いだけだ。定期的に病が流行し、どうしても病人の近くに立つことになるため、医療関係者はいつも人員が足りないでいる。

　フェリーネは無意識のうちに、袖の上から腕輪を撫でていた。

「できることをやるしかないね、こればかりは」

「そうね……昔に比べたら、亡くなるひとの数も減ってるっていうし」

　どこもかしこも人手不足だが、ロスフェルト家ではいまが土地に手を加える好機だとみなしていた。クレルクでは下水整備、クラーセンでは全体的な整備事業に着手し、トウサのおさまっている期間での完遂を目標に定めた。

　町の中央から、定刻の鐘の音が響いてくる。

「もう少し進んだら、広い道に出るはずなの。そうしたら馬に……よかった、暗くなる前に別荘に着けそう」

　ちょうど飲食店の並ぶ通りに差しかかり、混み合う店先をのぞきながらふたりであれこれと買いこんだ。

　気軽に店をのぞき、店員と話し、ユーリと笑い合う。

　肩の力を抜いている自分に気がついたのは、馬にまたがり目指す別荘が視界に入ってきたころだった。フェリーネや家族がこちらを訪れるときには、アンドレの屋敷に宿泊するのがほとんどだ。訪れたことはあったが、この別荘に滞在したことはなかった。

　ここまでの道、誰もフェリーネのことを知るものはなかった。

　――どこかの土地からクレルクにやって来た、どこぞの娘さん。

　そのていどの扱いを受けていたが、それはとても気楽なものだった。

　領地では領民たちは敬意をもって接してくれる。そこには領主の娘に対する気遣いと遠慮がにじみ、かわしようがない。

「荷物は入れてくれたのかしら」

　別荘の敷地に人影や馬車の姿は見当たらなかった。地面を見ると、薄れた轍わだちの跡がある。生家を一緒に出た馬車はとうに到着し、ここを発ったのだろう。

　施錠されていた玄関の扉を開けると、少し淀んだ重い空気に出迎えられた。

「ロスフェルトのひとたちは？」

「戻ったと思うわ。荷物を入れて帰るよう、頼んであるの」

　別荘に入ってすぐ、背の低いチェストが壁際に置かれている。

　そこに置き手紙が残されていた。

　荷物は各部屋に配置したこと、フェリーネの私物は開封していないこと、定期的に連絡がなければ早馬で確認を寄越すこと。昼食のバスケットは持ち帰ります、ともある。

「掃除もしてくれてるのね」

　ユーリと別荘内を見てまわった。窓も磨かれ、井戸や水場もすぐ使えるようになっていた。調理場にもメモがあり、地下の野菜室にどんな備蓄がされているか書かれている。

「みんな親切」

「……ほかに誰もいないの？　ほんとうに？」

　ユーリの問いかけはちいさく低かった。我が目で見るまで、フェリーネがひとりも使用人を置かないとは信じていなかったらしい。

「ええ。ひとりでもいいかな、って」

「身のまわりのことは？　なんていうか……貴族のご令嬢なんだよ、きみは」

「そうなのよね。でも医療団でカウベルスに行ったおかげで、自分のことは自分でできるようになったのよ」

　二階の客間に入り、おもてに向かって開くバルコニーのガラス戸に手をかけた。

　――さて、どうしよう。

　部屋へと流れてくる風は気持ちのいいものだった。まだ暑くも寒くもない、フェリーネの好きな季節だ。

「いい場所だね」

「殿下がいらっしゃるには？　どう思う？」

「まあ、そこの合否はもうちょっとあたりを見ないと」

　実際のところ、フェリーネは視察に来たわけではない。

　イザークの滞在期間中は、クラーセンに戻らないつもりでいる。

　どこかでユーリに打ち明けなければならない。おそらく冬を越し来年の春までは、クレルクに滞在する――そのくらいの気持ちでいたのだ。

「ところでフェリーネ、ほんとうにひとりでいいの？」

「え？」

「……男手はいらない？」

「それって」

　そういえば、ととなりで微笑むユーリの顔を見つめ、フェリーネは考える。

「ユーリ、滞在先は……？」

　口角を上げたユーリが、足下を指差す。

「こちらでしばらく男手として使っていただくわけには？」

　耳から入ってきた言葉が、なかなか理解できなかった。

「え……っ、ユーリ……」

「いつフェリーネに切り出すか、ずっと迷ってたんだ」

　彼とおなじ屋根の下で眠る――フェリーネはなんとこたえたらいいか迷い、袖の下の腕輪をにぎりしめていた。

















第二章












「こんにちは、伯爵さまっていつごろ到着なのかしら」

　隣家、というには距離のある家からやってきた痩せぎすの女性――レベッカは自己紹介を済ませるなり、そう尋ねてきた。

　どうして伯爵家からひとが来ることを知っているのか、と感じた疑問を咀嚼する前に、レベッカは言葉を続けた。

「この間馬車がきて、そのときにおっしゃってたの。伯爵さまかご子息かご令嬢か、どなたかいらっしゃるって」

「ああ……そうだったんですね」

　使用人なりに言葉をぼかしたようだ。

「伯爵さまって言ったら、アンドレさまのご親戚でしょう？　ぜひみんなで歓迎をって」

　彼女の意図がわかり、フェリーネは納得してうなずいた。

　伯爵が訪れるからではなく、叔父の親戚だから歓迎を、というところが嬉しかった――アンドレ叔父は領民から愛されているようだ。

「フェリーネ、お客さん？」

　なかからユーリが声をかけてくる。

「あっ、荷物のお片づけ中？　忙しいときにごめんなさい」

　フェリーネが振り返ってみると、開いた扉越しに荷物を運ぶユーリと目が合った。

「手は足りてる？　私たちでよかったら、荷物運びとかお掃除とか、手伝えるからなんでもいって」

「ありがとうございます。でもいまのところは、僕たちで手は足りているんですよ。先に荷物を置きに来たものが、あるていど片づけてくれたので……ああ、僕はユーリといいます」

「あっちの……雑木林の先なんですけど、となりに夫と娘と住んでるの。これからよろしくおねがいしますね」

　彼女が指差すのでそちらを向くが、雑木林の向こうにあるという家は見通せなかった。

「それで、そろそろ伯爵さまはいらっしゃるの？」

「ええと……私、じ、侍女なんですが、建物の確認に来たんです。話が行き違ったのかしら、あの、今回は歓迎とかそういうお気遣いは無用で……私、フェリーネと申します」

　どうして侍女を名乗ったのか、自分でもよくわからなかった。

　となりに立っていたユーリが、肩にそっとふれてくる。

「そうなの？　でもそれはそれ、よ！　今度うちで晩ごはんくらい食べてって。ね、旦那さんはお酒飲める？　よかったらうちの亭主の酒盛りにつき合ってやってよ」

「だ、旦那……？」

　そうか、とひとりで納得する。男女がふたりで仕事に来たなら、夫婦である可能性が高い。隣人のレベッカは、ユーリをフェリーネの夫と勘違いしてしまったのだ。

「わざわざすみません、今度妻とご挨拶にうかがいます」

　ユーリに肩を抱かれ、フェリーネはただうんうんとレベッカにうなずいた。

　彼女を見送って扉を閉めたフェリーネは、その場で頭を抱えた。

「急に侍女だなんていって……ユーリ、巻きこんだみたいになってごめんなさい」

「もとをたどれば、視察が発端なんだ。俺が巻きこんだことになるよ」

「そういうことじゃ」

　否定しかけた声が弱々しく消える。

　たどっていけば、確かにはじまりはそれだ。

「あのね、ユーリ……話しておきたいことが、あって」

　言葉が途切れてしまったが、かたわらの彼が続きを待ってくれているのがわかった。

「……お茶も冷えてるだろうから、それを飲みながら話そう、フェリーネ」

　提案とともに、彼の手がそっとフェリーネの肩をさすっていく。

　まだなにも話していないのに、彼の手に励まされた気分になる――フェリーネは息をついていた。









　冷やしておいたお茶は、ダンメルスの西から入ってくるものだ。

　さわやかでおいしいが、温めると後味がひどく飲めたものではない。そのため初夏から秋にかけて飲まれるもので、ユーリはダンメルスに来るまで口にしたことはなかったという。

　話しづらいと思っていたものの、一度覚悟を決めると淀みなく言葉は流れ出た。

　――フェリーネが単身クレルクを訪れた理由だ。

　金策の一端として生家を離れたこと。イザークの滞在期間が終わるまでひとりクレルクで過ごす予定でいること。レベッカが申し出てくれたような歓待は嬉しいが、周囲の負担は避けたいこと――そのためとっさに侍女と身分を偽ったこと。

　話し終えたときには、窓の外では日が落ちようとしていた。

「ユーリも視察のお勤めがあるでしょう？　よかったらその間はここを使って」

　難しい顔をしているユーリに、あらためてお茶を勧める。手元が暗くなっており、そろそろ照明を用意しなければならない。

「……いいのか？」

「え？」

「俺がここを使っても……さっきのおとなりさん、俺たちを夫婦だって信じたと思う。このまま夫婦ってことでいい？」

「そ、そうよね。ユーリの気持ちも考えずにごめんなさい」

　調査に訪れた先で、余計な声に対処するのは煩わしいかもしれなかった。

「そうじゃないよ、フェリーネ」

　向かい合ったユーリの目は真剣だ。

「俺がそういう相手に見られて、きみはいいのか？」

　腕輪にふれ、フェリーネはくちびるを引き結んでいた。

　ユーリのいうとおりで、それこそがフェリーネの避けなければならないことだ。そしていまも話せていない――婚約を控えている、ということ。

　金策のことは話せたのに、そちらについてはのどの奥が凝ったようになって話せなかった。

「私……」

　ユーリと一緒にいたい。叶うかぎりの時間を彼と過ごしたい。

「困らせたいわけじゃないんだ、フェリーネ。その……うん、俺を信頼してくれて嬉しいよ。俺を護衛だと思ってもらっても」

「ご、護衛だなんて」

「いくら治安がよくても、女性がひとりで暮らしてるなんて思われるのはよくない。とりあえず俺が」

　そこまで言い、ユーリはグラスのお茶を飲み干すと立ち上がる。

「ひとまず、夕食と手土産を買いに出ないか？」

　うなずき、フェリーネも腰を上げていた。
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「お土産になるようなものを買えるところ、どこかおすすめはないですか？」

　食事を終えたところで、ユーリが給仕に尋ねた。

「お土産なら、大通りのほうがいろいろありますよ。食べ物から小物から、たくさんお店もあるから」

　追加の飲み物を尋ねにきた給仕は、なにかを思い出すように遠くに視線をやった。照明は潤沢と言い難く、彼女の顔に落ちた影は深いものだ。

　戸口を開放している食堂は、穏やかな空気に包まれていた。観光客などを相手取った店ではなく、地元住民に向けたものだからかもしれない。注文した料理はどれも満足のいくものだった。

「たとえば、お酒をあつかってるところはありますか？」

　思いついたようで、給仕が顔をぱっと明るくする。

　彼女が教えてくれた店は、食堂から少し歩く場所だった。通りをどちらに進めばいいか、など簡潔に説明してくれる。レベッカのご主人はお酒を飲むようだ、手土産を喜んでもらえたらいいのだが。

　腕輪のときとおなじくユーリが会計をし、多めに給仕に手渡していた。

「あとで自分の分はちゃんと払うわ」

　こっそりささやくと、ユーリがわずかに首を振った。

「いいよ、これは……その、部屋を使わせてもらうんだから」

「それとこれは」

「俺たちが飲む酒も調達して、その件について議論でもする？」

「……やめておくわ。ごちそうさま」

　食堂を出るとあたりは暗い。点々と建つ家から漏れた明かりが、さらに夜の闇を際立たせていた。

　通りの一方、やけに明るい一角がある。かなり広範囲で、まだそちらは店が営業しているらしい。

「お店のひとが教えてくれたのって、あっちよね」

「ああ……うん、そうだね」

　ユーリの返答はどこか端切れが悪い。フェリーネは先導するようにそちらに数歩進んだ。

「いまから寄らない？　お酒を買って帰ったら、明日にはすぐおとなりさんに挨拶に行けるし」

「……確かに」

　クレルクでは誰もフェリーネが伯爵家の娘だと知らない。うっかり叔父などの縁者に会わないかぎり、自由に振る舞って問題なさそうだ。食堂での気軽な食事は楽しかった。ここではただのフェリーネであり、ユーリと歩きたい道を進んでいける。

　別荘での片づけの最中、ユーリの手首に腕輪がはまっているところを目にしていた。

　何度目かわからないが、フェリーネは自分の手首にもある腕輪にふれる――ユーリから贈られ、フェリーネも贈った。

　贈り合ったものが、おたがいの手首を飾っている。

　彼からの贈り物にふれているだけで、胸にゆるゆると温かいものが満ちていく。

　彼ははじめて会ったときのことを覚えていてくれた。その光景にまつわる色を身に着けてくれていることに、フェリーネはひどく高揚している。

　贈り合った腕輪を身に着け、ふたりで過ごす時間を重ねていく。落ち着くどころか、フェリーネは気持ちが浮き立つのを抑えられなくなっている。もしかすると、これらはユーリにとっては些細なことで、フェリーネがひとりで過剰反応しているのかもしれなかった。

　ユーリがいてくれると、それだけで嬉しいのだ。

　通りの明るいところを目指して、並んで歩く。それだけなのに楽しい。

「ずっとこうしていられたらいいのに」

「フェリーネ？」

「……なんでもないわ」

　こぼれたつぶやきだった。首を振ったフェリーネに、ユーリは微笑んでいた。
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　とうに日は落ちている。

　こんな時間に営業するのは酒を提供している店だろう。予想はしていたものの、近づくとそこは酒を出すていどではない――店に入らずともそれがわかる。

　そこは歓楽街だった。

　はじめて歓楽街を訪れたフェリーネは、どこに目を向けたらいいものか困ってしまっている。

　露出の多い肉感的な女性が、客と思しき男性にしなだれかかる。そんな姿が通りのそこここで見られていた。

　客とのやり取りに大仰に反応し、彼女たちはよくとおる声で笑っている。とても楽しい、最高、と主張するその高音は、夜の空気を切り裂くようだった。あちらこちらから、滅多に聞くことのない甲高い声が聞こえてくる。

　身体を密着させた男女や笑い声に囲まれ、フェリーネは強張った顔をしないよう慎重になっていた。

　――萎縮していると悟られたら、いいカモにされる。

　昔聞きかじっただけの歓楽街への先入観が、フェリーネを緊張させていた。

「にぎやかだねぇ」

　のんびりしたユーリの声に、フェリーネは肩を大きく上下させるような息をついた。

「ユーリ、わかってたの？」

「なにを？」

「もう！　教えてくれてもよかったじゃない」

　明るい一帯には、おしなべて享楽を提供する店が並んでいる。

　続けざまに届く独特の笑い声や、まっすぐ歩けなくなっている上機嫌の酔漢すいかんたち。並ぶ店の前にはいかつい男が客引きに立ち、近寄りがたい雰囲気を漂わせている。客らしき男性は気軽に客引きに声をかけ、なにやら笑い合って店内に誘われ消えていった。

　肩を並べて歩くフェリーネとユーリなど、彼らのうちひとりとして気にかけていなさそうだ。

　ユーリとただ散歩に出る、というくらいの軽い気持ちだったのだ。

　歓楽街はふしだらな遊びを提供する、と耳にしたことがあったが、訪れるのも目にするのもはじめてである。ついさっきユーリは歯切れの悪い言い方をしていた。おそらくここが歓楽街だととうに知っていたのだろう。

「歓楽街は独り者が遊びに行く定番だって話だよ。クレルクだけじゃない、宿場町ならたいていの場所にある。ここはわりと最近整備したって話を、下調べで耳にしてたんだ」

「私がいなかったら、遊びにきてた？」

　男性ひとりなら、歓楽街を逗留先にすることだって考えられる。

「まさか。ただクレルクは歓楽街があっても治安が悪いわけじゃないから、報告をどうするかはちょっと困るんだよなぁ」

「ここ、治安は悪くないの？」

　歓楽街そのものに得体の知れなさを感じてしまい、フェリーネは明るくにぎやかな通りに視線を滑らせていく。夜になっているのに、こんなにもにぎやかでこんなにも明るい。祭りのように誰も彼もが集まっているのではなく、特定の目的で出入りする場所だ。

「治安の悪い歓楽街もあると思う。そういうところは、危なくてどうしようもないらしいよ。ここはそうとううまく管理してると思う。暴力のにおいがしないから」

　甲高い声がまた聞こえてきた。

「……ずいぶんにぎやかだなぁ。まあ、そういうのが好みだってひとが客層なんだろうし」

　目を凝らした限り、客引きに強引な様子はない。フェリーネとユーリに客引きたちは声をかけてこなかった。場にそぐわない雰囲気の男女はほかにも通りを歩き、彼らにも声はかかっていない。

「お客さんを選んでるんじゃないか、たぶん」

「……殿下の滞在先としてはどう？」

「別荘のあたりは問題ないね。こっちはどうだろう。年齢からして、本人に興味はないだろうけど」

「殿下って、確かまだ成人前よね」

　十代半ばだった記憶がある。フェリーネの弟は十歳と七歳であり、遊び相手になるだろうか、と両親が話していた。

　フェリーネの上の弟はどうやら初恋を済ませているようで、いずれ性的な興味を持つようになる。わかっていてもなかなか想像できない。

「十六歳だよ」

「そう……病み上がりらしいし、あちこち移動するのは抵抗があるわね」

　自分より年下だとわかると、まだ十六歳、と思ってしまう。

「はじめてよその国に出るから、楽しみにしてると思うよ」

「どうせなら、楽しい旅になったらいいわね」

　さほど離れていない場所に、フェリーネは酒屋の看板を見つけた。

　入ったそこは壁一面に棚が設えられており、圧迫感を覚えるほど酒瓶が並んでいる。

「いらっしゃい」

　一瞥してそういった店主らしき男性に、ユーリはうなずいた。

「購入したいんですが、できますか？」

「用途を訊いても？　土地柄でね、買いたいってお客さんが来たら、まずまわりの店を紹介しなくちゃならないんですよ」

　男女ふたりが入れる店もあるのだろうか。通ってきた道を思い返すが、フェリーネにはそれぞれの店の区別がつかなかった。

「自分で飲むんじゃないんです。僕たち、今日クレルクに来たんです。仮住まいですけど、近所のひとによくしてもらったので、お礼になにかお酒をと思って」

「そりゃ失礼しました。ご夫婦で引っ越してきたんですか。仮住まいっていうと？」

　看板とおなじ染めの入った前掛けをつけた店主は、棚のほうへフェリーネたちを手招いた。

「短期間の管理人です、別荘の」

　なるほど、と店主はつぶやいた。

「別荘っていうと、ロスフェルトさまの？」

「……耳がはやくてびっくりしますね」

　得意げな顔をした店主が、いくつか酒瓶を取り出し近くの台に置く。

「このへんの別荘で、新しくひとが来たのはロスフェルトさまのとこだけなんだ」

　種明かしをされてみると、案外簡単なことだった。店主に隣人であるレベッカの名を出したら、すぐ知っていると返事をしそうだ。

「オススメはこれとこれかなぁ、もらったほうも気負わないで受け取れるし、値段のわりにうまいんだ」

　ユーリは差し出された酒瓶のラベルを見比べているが、フェリーネはよくわからなかった。

「それじゃあ、こちらをお願いします」

「ありがとうございます、包むからちょっと待っててください……この通りの店、夜は見てのとおりなんだけど、昼は昼で食事できるところもあるから、よかったら今度のぞいてみてください」

　店主は大きな手で器用に酒瓶を包んでいく。

「昼に食事ができるなら楽しみです」

　料理も自炊で、と考えていたが、ユーリも一緒なら、どこかに出かけていくのも楽しそうだ。

「さっき歩いた感じだと、けっこう治安がよさそうで安心したんですよ」

　軽く唸り、店主は口元を歪めた。

「先に耳に入れておいたほうがいいかなぁ。このあたりの店は、領主さまの指導で互助組織をつくってるんだ。危ない客がつかないように警備を雇ったり、変な客の名簿を共有したり」

　彼が内情を話してくれるのは、別荘――ロスフェルトの関係者だからかもしれない。

「お客が安全に遊べるようにって配慮なんだけどね、ここ最近面倒くさい貴族連中が遊びに来てて」

　フェリーネがユーリを横目にすると、彼もまたフェリーネを横目に見ていた。

「なんて言ったらいいかな……奥さん美人さんだから、あんまりこのあたりに長居しないほうがいいよ。見境がないというか、商売してない若い子にまでそいつら絡んでくから」

「素行がよくないんですね？」

　こっそりとした尋ね方をすると、酒屋の店主は顔をくしゃくしゃにした。

「伯爵さまの別荘を預かる方ともなると、むつかしい言い方するねぇ――そう、それだよ。いまのとこ大事にはなってないけどねぇ。近いうちに報告が上がるんじゃないかなぁ」

　先んじて知らせてくれるなら、互助組織で見過ごせない手合いだと判断されているのだろう。おそらく十分大事と目されている。

「ひとり歩きをしなければ、なんともないとは思うんだけどね。頭のすみっこにでも置いといて」

「はい、ありがとうございます」

　歓楽街には驚いたが、出かけて正解だった。

　昼には食事が摂れそうなこと、素行の悪い客の話が耳に入ったこと。

　おもてに出なかったら、知りようのないことだった。

　やって来たときとは打って変わり、帰路のフェリーネの足取りは軽いものになっていた。









　窓を開け、気持ちのいい風と明るい日差しを入れる。

　気分のいい朝になってから思い返してみると、歓楽街はそんなに怖い場所ではなかった気がしてきた。

「ねえ、お昼は食べに出かけてみない？」

「昨日酒屋で聞いた店？」

　その店がどこにあるかは知らないが、足を運んでみればわかるだろう。気軽にそう思えるくらい、晴れたクレルクは外出したくなる気分のいい場所だった。

　外に出てみると、空気の涼しさと日差しの強さがちょうどよく感じられる。クラーセンも気分のいい気候だが、クレルクも過ごしやすさは抜群にいい土地だ。ロスフェルト家は領地に恵まれている。

「おとなりさんには夕方にでも挨拶に……昨日買ったお酒を持っていこう」

「そうね。ほかにもお土産にできるようなもの、なにか見つけられるかしら」

　晴れた空の下、フェリーネとユーリは歓楽街への道を進む。

　遠くから大振りな荷馬車が走ってくるので、思わず歩みを緩めて見送った。

　それは数台続いており、引く馬はどれも身体が大きい。運搬に特化したという馬で、クレルクではとくに多く使役されているはずだ。随伴の作業員が乗る馬のほうが小柄である。

「荷台は全部木材か。だけどこのあたりの主産業は」

「街道を外れると、麦畑が広がってるわ。山はちょっといかないとないわね」

　大きな馬の引く荷馬車には、縄で固定された木材が積まれている。重量のせいもあるのだろう、進む速度はゆったりしたものだ。

「木材は外から来て外に出るそうよ。クレルクは中継点で、道の都合で運搬に便利なんですって。木材以外だと、穀物の備蓄場所になってるの」

「穀物かぁ。備蓄できてるのは心強いね」

　国内に何カ所か、同様の備蓄庫が用意されていた。次のトウサの流行への備えであり、つねに大陸の国々は意識し準備している。カウベルスは病の痛手から身を起こそうとしている時期だ。備蓄は期待できないだろう。

「もしほかの国でなにかあったら、ここから支援物資が運ばれていくわ」

「昔、カウベルスに穀物の援助があったけど」

　フェリーネが医療団として参加したときのことだろう。

「半分はここからのものだったそうよ」

「感謝してもしきれないね。恩返しもできてないのに、視察に来てるなんて」

　ため息交じりのものであっても、ユーリの声はフェリーネにとって心地いい。

「恩返しなんて、できないままのほうがいいのよね」

　ユーリが片眉を上げる。

「恩返しの機会がないくらい、誰も困らなければいいわけでしょう」

「それはそうだね、確かに」

　フェリーネも片眉だけ上げようとしたが、うまくいかなかった。

「もしどこかで困ったひとがいたら、そのときにはそのひとを助けてあげたらいいのよ」

　歩を進めていくうちに、ぱらぱらと地元住民と思しき姿が増えていく。歓楽街の通りに入ったころには、食事目当てだろうか、その数がさらに増えた。

　昼の陽光に照らされたいくつもの店からは、昨夜漂わせていたいかがわしさは感じられない。その代わり、昼に営業する店としては店の構えから受け取る印象が違うため、またべつの得体の知れなさがあった。

「どこでなにが食べられるのか、よくわからないわね」

　道端で足を止め、店先にメニューが出ていないか首を巡らせる。手書きの看板が出ているところがほとんどだが、それでも昼食有りと短い一文だけだ。

　一通り店先をのぞいていったが、結局よくわからない。おもてから店内を見通せる造りにはなっておらず、歩数と空腹感がいや増していく。

　迷い疲れたところで近くの店の扉が開き、満足げな表情の老夫婦が出てきた。

「あそこにする？」

「……ちょうど私もそう思ったところ」

　よくわからない店に足を踏み入れるせいか、フェリーネとユーリは足音を殺すような恐る恐るの動きになっている。

「いらっしゃいませ」

　背が高く、声の低い女性がすぐ出てきた。昨夜見かけたものよりはおとなしいが、やや露出が多いと感じる出で立ちだ。

「お食事、できますか？」

「もちろん。今日は鳥を焼いたものになるわよ」

　メニューは決まっているようだ。それでかまわない、とユーリとうなずき合うと、店の中央に案内された。

　やけにふかふかな座面の椅子にすわり、華美な内装を物珍しく見回していると、女性がお茶を運んでくる。

「おふたりとも、うちははじめてよね？」

「ええ。昼間は食事が取れると聞いたので、立ち寄ってみたんです」

「そうなの、じつは今日は奥に居残りのお客がいるの。もし起きてきたら、見ないふりしてあげてね」

「居残り？」

「飲み過ぎちゃったお客さんよ。いいかげん遊び慣れてもいいのにねぇ」

　店の奥から、トレイを両手に持った割腹のいい男性が出てくる。彼が登場したとたんに、芳ばしいかおりが漂いはじめた。

「きれいに遊ぶやつは、慣れる前からきれいに遊ぶもんだよ。まだ寝こけてるし、蹴り出すわけにもいかないからなぁ」

「まあ貴族のお坊ちゃんだと、なかなか遊ぶ機会ってないんじゃない？　よく知らないけど」

「……貴族？」

　ユーリが不思議そうな声を出すと、男性が口元を歪めた。

「そう、だから見ないふりしてやって。関わり合いにならないほうがいいよ――どうぞ、パンはおかわりできるからね」

　差し出されたトレイには、鶏肉を中心とした料理が一揃い並べられていた。

　皮がパリパリに焼き上げられた鶏肉も、たくさんの葉野菜を軽く湯がいたサラダもおいしかった。ちいさなスープボウルで湯気を上げる南瓜のポタージュを、フェリーネはとくに気に入った。

　店の奥から様子をうかがうようにしている男性に、フェリーネとユーリはおいしい、と笑顔を向ける。男性は得意げな顔つきになり、店の奥に引っこんでいった。

「寝こけてるっていうけど、どこの誰かしら」

　食事をするには低いテーブルに屈みこみ、フェリーネはユーリにささやく。

「干渉しないほうがいいんじゃないか？　酒で潰れただけならまだしも、女性と……その」

「……うん、そういう遊びってあるっていうけど、もし貴族だっていうなら、どこの誰なのか知りたいわ」

　ユーリが目を丸くするが、フェリーネはかまわず続ける。

「こっそり顔か名前を確認しておいたら、後々なにかに使えないかしら」

「使うって、いったいなにを考えて」

「いまのところはとくになにも……でも将来弟たちと関わりができそうなとき、対策を立てられるかもしれないじゃない？」

　かわいい弟たちも、将来はつき合いの上でなにが起こるか予想もつかない。素行の悪い相手の名がわかるなら、先に知っておきたかった。すべて杞憂で終わるならいいが、悪い遊びを許す家の名や噂話は、フェリーネの耳に入ってきていない。

「将来か。ずいぶん弟さんたちをかわいがってるね」

「かわいいもの」

「……確かに、ふたりともかわいかった」

　ユーリの表情が蕩けたものになった。一緒になってフェリーネも表情が緩みそうになる。

「十年もしたら、貴族同士の横のつき合いが出てくるかもしれないね。そのころには、家族の助言なんて聞き入れなくなりそうだし」

「そうなのよ。反抗期がきたら、こっちの話なんて聞かなくなると思うわ」

　店員に眠っている貴族の名を尋ねるわけにもいかず、食事を終えるとふたりは通りに出ていった。昼は食堂に切り替わるとはいえ、あたりには見物したり時間を潰したりできるような店はない。

　手持ち無沙汰な気分でただ足を動かしていたとき、先ほど食事をした店のほうが騒がしくなった。

「さわるな、失礼だぞ！」

　聞こえてきた激昂した声に、ユーリの横顔がわずかに緊張する。

「足元お気をつけください、道の悪いところもありますので」

「もう酔いは残ってない！」

「世話になったな、また立ち寄らせてもらうよ」

　あたりに騒音がないためか、やけに彼らの声は大きく聞こえてくる。

　店を振り返ろうとすると、ユーリの腕がのびてきた。

「フェリーネ、ちょっとごめん」

　ささやきとともに肩を引き寄せられ、思わずフェリーネは声を上げそうになっていた。

「相手を確かめるにしても、フェリーネは見られないほうがいいんじゃない？」

「え？」

　どうして、と尋ねようとすると、肩にまわされたユーリの手に力がこもった。

「きみだって貴族だろう」

　そういえばそうだった。トウサの流行と医療団への参加がなければ、もう少しフェリーネも社交界に参加していたはずだ。しかしそれがなかったためか、顔を見られても問題ないのでは、と考えてしまう。

　ユーリに肩を抱き寄せられ、フェリーネは袖の上から腕輪をにぎりしめていた。

「店主、今後定宿のようなことは？」

「うちは飲食だけです、これ以上設備は整えられなくって」

「なるほど、だがこのあたりのどの宿よりベッドが上等だったな。女をどこかから呼べるようにしたらどうだ？　支援してやろうか」

　下卑た声に、くつくつと笑う声が重なった。

「とんでもない、ご利用ありがとうございました。どうぞお気をつけてお帰りください」

　昼食を摂った店の店主――厨房から出てきていた男性の声を耳に、フェリーネはユーリの陰からそっとそちらをうかがう。

　身なりのいい三人の若い男性に、店主は深々と頭を下げている。

　どの顔も真っ白だ。

　それが深酒のせいかどうか、フェリーネの周囲に無茶な飲酒をするものがいないためわからない。

　わからないが、フェリーネに理解できたことがある。

　三人の男性が貴族だというのはほんとうだ――会ったことがあるのだ。

　ユーリの肩に隠れるように身を縮め、ほそい息を吐く。

　そのうちのひとり、ミヒル・フェルヘイは未来の婚約者であり、よりによっていま見たくもない相手だった。
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　外した腕輪を枕元に置き、フェリーネは薄暗い寝室でずっとそれを眺めていた。

　頭を抱えたい気分だった。ベッドに身を横たえてから、けっこうな時間が過ぎたように思う。

「……あれと、夫婦になるの？」

　他人事だったらよかったが、そう言っていられない。

　友達と歓楽街に繰り出し、酔い潰れて酒場に迷惑をかけるような男と、来年には婚約しなければならない。

　やがては、彼の妻になる。

　ほのかなものでも彼に恋心を抱いていたら、また感想は変わったかもしれない。だが家同士のことであり、フェリーネは彼の妻になりたいと望んだことはないのだ。口振りからして、歓楽街のもっと奥まったところにあるという、春を売る宿に出入りもしていそうだ。

　若い男なのだ、遊びたいこともあるだろう。友達と一緒に行動をして、調子に乗ってしまうこともあるだろう。

　虚しい擁護が頭をよぎっていく。

　だからといって彼のおこないに目を瞑るのは難しかった。

　自分とユーリも傍から見たときにどう見られるかと、そう考えると息苦しくなっていく。不実なおこないは取っていないが、行動を共にしていること自体咎められてもおかしくないことだった。

　――今後どうするべきだろう。

　フェリーネにとって、ミヒル・フェルヘイはうまく遊ぶこともできない――立ち回ることもできない男になってしまっていた。

　それはフェリーネにとって衝撃だった。

　ミヒルを厄介事のように判じている自分に驚いている。

　夕方に酒を差し入れつつ挨拶にいった隣人――ヨハンとレベッカ夫妻に夕飯を招かれ、充実した時間を過ごせた。

　そこで有意義な話を聞くことができたのだ。

　それはクレルクの歓楽街に出入りする貴族の話で、現在長逗留になっている若者の言動が目に余る、というものだった。

　うんざりする気持ちを顔に出さず、辞するまで笑顔でいられた自分をフェリーネは褒めている。歓楽街で働くものだけでなく、周辺に暮らすひとびとにも周知されているのだ。

　帰り際、表情がかたい、と気遣ってくれるユーリに、すべてを打ち明けたかった。だがフェリーネはただ首を振っていた。

　身を起こしたフェリーネは、腕輪をはめるとベッドを下りた。

　厨房の戸棚を目指し、部屋を出たフェリーネは夜の廊下を進んだ。レベッカ夫妻が土産に持たせてくれた干し果物が、そこにしまってある。

　照明の数に差があり、生家と違って別荘はひどく暗かった。

　干し果物を口にするまで、厨房の戸口にユーリが立っていることに気がつかなかった――そして気がついたときには、驚いて飛び上がってしまったほどだ。

「ごめん、足音が聞こえたから」

　驚きすぎて、フェリーネは今度は笑いはじめていた。前に立ったユーリも笑っている。心臓が激しく打っていた。発作のような笑いが引いても、まだのどのあたりまで鼓動は広がったままだった。

「フェリーネ、眠れないのか？」

「……ちょっと、目が冴えてるみたい。ユーリは？　もしかして起こしちゃった？」

　ユーリの足音には気がつかなかった。

　近づき手を伸ばしてくる彼が、まぼろしや幽霊の類いだったらいいのに。そんな益体やくたいもないことを考えた。頬にふれてきた彼が本物でないなら、甘えられるし思っていることを素直に伝えてしまえる。

　ミヒルの遊興の一端を目にしたためだろうか。

　ずっと胸の奥にしまいこもうとしていたそれが、心の底で頭をのぞかせている。身を起こすようにして、どんどん姿を現そうとしている。

　――婚約したくない。

　はっきりしたものだった。

　理由もまた、はっきりしている。

　――ユーリをずっと愛している。

　――ほかのひとなんて。

　彼への気持ちを確認してしまうと、そのあまりの強固さにフェリーネはため息をつくしかない。再会などしなければ、きっと胸の奥底に押しこめておけただろう。

「フェリーネ、部屋に戻らないか？　寒いだろう、こんなに冷えて……」

　頬を包んでいた手のひらが、肩へと下りていく。

　彼の手にそのまま押されるようにし、フェリーネは歩きはじめていた。

　暗さも手伝って、ふたりの歩みは遅いものだった。こんなに近くにユーリがいる。それが近い将来には失われるものだと気がつき、闇に吸いこまれて消えてしまいたくなっていた。

　客間のドアを開きかけたフェリーネは、我慢し切れずため息をついていた。

「あのひとたち、フェリーネの知り合いだった？」

　問いかけに振り向けず、フェリーネはドアにひたいを押しつける。

　目を閉じると、ただでさえ暗かった視界が真っ暗闇になった。目を開けたら全部なくなっていたらいい。そう思ったフェリーネだったが、ユーリのことだけは消えてほしくない、と考え直していた。

「じつは」

　それはユーリには話したくないことだった。

　ユーリと楽しく過ごし、わかれ、いつかきれいな思い出になる。それまでどんな気持ちで過ごすことになるのか、フェリーネは目を逸らし続けていたのだ。

　そのこたえを、すでにフェリーネは感じている。

　息が苦しい。

　受け入れ難いほど胸が重く鈍く痛み、泣き出したくなっている。

「彼はフェルヘイ伯爵のご子息のミヒルさんで……来年、に……婚約する予定でいるの」

「そうなのか、それじゃ――あんな状態見たくなかったよね」

　彼の慎重な声に胸を抉られたようになる。たっぷりと慰めが染みこんだ声に、フェリーネはふたたびため息をついた。

「楽しいものじゃないけど、知っておけたのはよかったと思う」

　今後のことを思うと、後から知るよりはずっとましだろう。婚前の遊びなのか、それが結婚後も続くものなのか。判明するのは先になるが、警戒と用心の必要があるとわかった。

　わかってしまった。

　未来に夫となる男に、そんな目を向けなくてはならない。

「フェリーネ、こっちを見て」

　やわらかい声でうながされても、フェリーネは彼のほうを向けなかった。

　これから婚約を控えている、それを知ってユーリはどう思ったのだろう。フェリーネは強く腕輪をにぎった。

　先のことを知られて、ユーリの顔を見られない。

　婚約をするのだと知った彼は、この先どうするだろう。相手であるミヒルのあの体たらくを慰めてくるだろうか。憐れむだろうか。

　そして――婚約を祝福するのだろうか。

　フェリーネは胸にひどい痛みを覚えていた。

　――彼に祝福されたくない。

　ユーリの手のひらが背中に押し当てられ、フェリーネは反射的に顔を上げていた。

「俺がどうしてフェリーネと一緒にいるか、わかってる？」

　目と鼻の先にあるユーリの碧い瞳に、フェリーネは息を呑んでいた。戻れない水底を思わせる深い色が、手にした燭台のちいさな光に浮かび上がっている。

「フェリーネ、きみはまだ婚約前なんだよ」

　そこで揺れている色の正体を、フェリーネは唐突に悟っていた。

　――獣欲だ。

　そしてそれはフェリーネにも訪れている。彼の欲望に呼応し、胸の奥から身体の芯へと、重い疼きが広がっていた。

　ユーリが微笑み、フェリーネは涙がこみ上げてくるのを止められなかった。カウベルスで知り合った彼の笑顔が好きで、再会した彼の笑顔も好きなのだ。

「ずっと一緒に行動して、ここに泊めてくれた時点で俺は期待してるんだよ」

「い……いまは一緒にいるけど、この先お勤めが終わって、おわかれしたら……」

　湧き起こった獣欲にもし理性が屈したら、自分がどんな行動を取るのか。フェリーネは獣欲から顔を背け、ユーリに苦し紛れに言葉を投げかける。

「それでおわかれになるとも限らないよ」

「カウベルスとダンメルスは遠いわ。あなたが帰国したら」

　言葉が続かない。尋ねたいことがあった。それを口にするのが怖い。

「フェリーネ？」

　くちびるがわなないてしまう。目敏くユーリに見つけられ、彼の指にくちびるがなぞられていく。

　背筋まで撫でられたような心地になり、フェリーネはそれを振り払うように首を左右に振る。

　ユーリが笑った。

　ゆったりとした表情を前に、もうごまかしようがなかった。とっくに彼はフェリーネの気持ちも、いま感じている獣欲も理解しているのではないか。

「フェリーネはまだ婚約してないし、ましてや結婚もしてない。俺はひとりの女性として見てるんだ――きみがほしいよ」

　フェリーネは目を閉じる。きつくつむったそれを開くと、彼の双眸が間近に迫っていた。

「お願い……そんな誘惑するみたいなこと」

「誘惑してるんだ」

　頬にユーリのくちびるが押し当てられた。温かさとやわらかさにうっとりしそうになる。頬とはいえ、ユーリのくちづけを受けている。幸福感に呑まれそうになったフェリーネの意識が引き戻されたのは、ユーリの腕に抱きすくめられてのことだった。

「きみが欲しいんだ。フェリーネ、愛してる」

　身をよじりそうになったが、フェリーネ自身彼の腕から逃れたいのかわからなかった。身じろいだフェリーネの身体は、ユーリにしっかりと抱きしめられている。

「ユーリ……私とのこと、婚前の遊びにできるの？」

　彼の胸にひたいを押しつける。

　――それはなにより知りたく、尋ねなければならないことだった。

　遠く離れた場所に帰っていくのだ。フェリーネが過去の思い出になり風化するのに、どれだけかかるだろう。

「遊びじゃない」

　ユーリと過ごした時間のなか、いまフェリーネは一番苦しい思いを味わっていた。

「視察っていってるけど、フェリーネに会いに来たようなものだよ。四年前に医療団が……きみが帰ってから、どうしたらいいかずっと悩んでた。こんなにきみを好きになるなんて、思いもしなかったんだ。こんな、ぜんぜん忘れられないなんて」

　低い譫言うわごとめいた声は、密着したフェリーネの肌をふるわせ響いてくる。

「柄にもなく、願掛けだってしたんだ。まわりがどんどん見合いの話を持ってきて、ご婦人との時間をつくろうとしても誓いを守り続けて……フェリーネが俺を思ってるって、そこだけは自信があったから」

「願掛けって」

「禁欲の誓いだよ。こうやって、フェリーネを誘惑して……俺の妻にするための」

　手に入らないと思っていた、会えるとさえ思っていなかったユーリのぬくもりに包まれて、フェリーネは頭が混乱しそうだった。

　――叶ってしまう。

　ユーリに身を委ねたら、ミヒルとほんとうにおなじ不実な行動を取ることになってしまう。未婚の身でありながら、ふしだらな行為に及ぶなんて――ユーリはフェリーネの逡巡を見透かしているのかもしれなかった。

「フェリーネはどうしたい？　ロスフェルトは関係ない、ただのフェリーネはどうしたいか教えてくれないか」

　どうしたいか、それを突き詰めて考えたことなどなかった。

　――身を委ねたいと思える相手は、彼だけだった。

　――浅ましさをさらすことになってでも、彼のぬくもりがほしい。

　フェリーネは腕を伸ばし、ユーリの身体にまわしていく。彼を抱きしめたかった。もっと身近に彼を感じたい。

　ユーリはそれをこたえと受け留めたようだ。

「あ……っ」

　強く彼に抱きすくめられた。

　ユーリから貪るようなくちづけを受け、フェリーネの全身を激しいふるえが駆け抜けていった。









　出会ったころよりさらにユーリの背は伸び、いまでは厚みのある頼もしい身体つきになっている。

　彼がベッドで覆い被さってくると、フェリーネの身体はすっぽりと覆い包まれていた。

「私……ユーリのこと、ずっと好きだったの」

　すでにおたがいが素肌をさらし、羞恥心から苦し紛れに引き寄せた毛布が、かろうじてフェリーネの恥部を隠してくれていた。のしかかってくるユーリの胸や腹の熱さを直接肌で感じ取った。身体の芯を流れる情欲の拍動は、フェリーネを苛むように激しいものだ。

「ユーリのこと、忘れられなかった」

　のぞきこんでくるユーリの表情は、影になってわかりづらい。ただ短く笑う声は振動とともに耳に届いた。

「会えて嬉しかったのよ、あなたのこと……」

「うん、知ってたよ。俺を見るときのフェリーネ、すごくきれいなんだ」

「き、きれい？」

「そう。きれいで、いい顔。見てる相手のことすごく好きなんだろうな、って思う顔になるんだよ」

　自身満々のユーリに、フェリーネは言葉を返せない。

　まったくもってそのとおりだった。彼の顔立ちも表情も、すべてフェリーネには好ましいものに映っている。

「私……ユーリの顔、いつ見てもやさしい顔だって……思って……」

　ゆっくりと、密着している肌をこすりつけるようにユーリが動いていく。

「あ……っ」

　彼の身体で圧され、ふれ合った部分が刺激され熱くなっていった。

「やわらかいね、フェリーネ」

　いつもと変わらないやさしい顔つきと目元なのに、フェリーネはそこに情欲を読み取っていた。

　押しつけられた彼の下腹部、そこで硬度を持った熱のかたまりが存在を主張している。暗がりでちらりと目にしただけだったが、雄々しく天を仰ぐ姿にフェリーネは息を呑んでいた。

　彼の下腹部が変化していること、昂ぶりを押しつけられていること。

　急に起きた蜜事にフェリーネは混乱し高揚していたが、彼の導きで肌を合わせることに、もうなにも躊躇わなかった。

　暗い部屋にふたりで足を踏み入れたのも、着衣が解かれていったのも、シーツに身を横たえたのも――すべてフェリーネには抗えないものだった。幾許かの羞恥心で毛布を引き寄せているものの、覆い被さったユーリの胸を押し返すどころではない。
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　フェリーネは彼との時間を喜んでいる。

　ひたいにかかるユーリの黒髪を撫でると、彼の鼻先が顔に近づいてきた。くちびるが重なり、慎重な動きで彼の舌先がフェリーネの口内を探っていく。

「ん、っふ……」

　舌やあごのかたちに沿ってユーリの舌は内側を進む。ぞくぞくとした感覚に、フェリーネは息を詰め毛布を強くにぎりしめた。

　くちびるが解放されたと思うと、フェリーネの手から毛布が取り上げられそうになる。思わず毛布を引き寄せると、ユーリが意外そうな顔をした。

「どうして？　フェリーネ、全部見せてよ」

「み、見せるって……み、見るの？」

　軽い笑い声を返事にしたユーリに、毛布が剥ぎ取られていく。取り返そうと伸ばした手はユーリににぎられ、たやすく彼の胸にフェリーネは引き寄せられた。

　あらためて肌と肌を密着させ、ベッドで重なり合い、彼の体温と淫蛇の持つ硬度にフェリーネは意識を向けることになった。

「俺、フェリーネとこうなる日を待ってたんだ。嬉しいよ」

「待ってたって……私、こういうこと……考えたことも」

　ユーリは遠くにいて、再会できるとも思っていなかった。これが夢だとしても、フェリーネはきっと納得する。

「そうなのか？　俺はずっとそういう目で見てたけどな」

　顎先をついばんだユーリのくちびるが、うなじに下り鎖骨をたどっていく。かすかな音を立てつくられる軌跡に、フェリーネの体内にはこれまで覚えたことのない甘い波が起こっていた。

「フェリーネと会えなくなっても、ずっと考えてた……一緒にいたらどんな顔するのか、どんな笑い方をするのか、抱きしめたらどんな心地なのか」

　彼のくちびると手のひらが乳房にふれ、フェリーネは目を閉じる。柔肉のかたちが変えられていく。先端に息がかかりくすぐったさを覚えると同時に、濡れた舌が乳暈ごと果実を愛撫していく。

「ぅ、ん……、んっ」

　身じろぎ声を漏らすと、ユーリのくちびるが乳首をそっと吸い上げはじめた。

「……あ……っ、ん」

　これまで自分でも聞いたことのない、高く甘えた声が漏れていく。ユーリの舌や手のひらは、フェリーネの肌をじっくりと愉しむようだった。やり過ごすことのできない快感に全身が絡め取られていく。

「んう……っあ、あ……っ」

　濡れた舌から乳房が解放され、フェリーネは目を開けた。乏しい明かりのなかで、ユーリの手のひらが乳房をたわませている。目が合った彼は、わざとフェリーネの乳房を弄んでいるようだった。張り詰めかたくなった乳房の先端が揺れ、ユーリのくちびるが吸いついていく。

「あぁ……っ」

　ちちち、と鳥の声に似た音を立てて吸われ、フェリーネは背を浮かせた。ユーリの黒髪が孤を描き、フェリーネの肌を滑る。それだけでもフェリーネには快感となり、腰の奥底の昂ぶりがのたうって存在を主張してきた。

　彼の頭は下へと移動していく。

　臍のあたりから下腹部をくちびるで刺激され、フェリーネはひざに力を入れ、開きかけていた双脚を閉じようとしていた――しかしそうしたところで、ユーリを留めることなどできそうになかった。

「フェリーネ、いじわるする気？」

　和毛を撫でつけられ、閉じた脚の間にユーリの手が割り入ってくる。

「ユーリ……っ、はずか、しいの……」

　消え入りそうな声への返答か、ユーリはフェリーネのひざを左右に開いていった。

「俺も恥ずかしいよ、フェリーネ」

　脚の間にユーリは腰を落としてきた。押しつけられた彼の猛りが内股を撫でていく。鈴口は濡れた感触を残し、ユーリに抱きしめられながらフェリーネはかすかな息を吐いた。

「俺の想像なんてたかが知れてるね。本物のきみの前だと、なにも取り繕えないよ」

　手を取られ、ユーリに屹立へと誘導された。にぎらされたその幹は熱く脈動し、彼の昂ぶりそのものだった。

　フェリーネが彼の劣情にふれたように、ユーリもまたふれてくる。

「……ん、っぅ……」

　茂みの奥、淫裂に沿ってユーリの指が前後していく。濡れた音が上がり、とめどない快感にフェリーネは狼狽した。

「ここが……蕾がよくなるところだって」

　淫裂の恥丘に近い部分を、ユーリはていねいに指先で転がしていった。

「あっ……ま、って……！　そこ……ああっ」

　フェリーネが枕を引き寄せ顔を埋めると、ユーリは舌で愛撫をはじめた。腰を抱えこまれ、ユーリの舌が自由にフェリーネの敏感な蕾を責め立てる。

「っ……、あぅ……っん……っ、うん……」

　快感でフェリーネの腰は追い立てられ、制御できずシーツで跳ねまわるまで時間はかからなかった。

「ん……っ、ううん……っ」

　枕で声を押し殺したフェリーネは強烈な快感に溺れ、はじめて絶頂を覚えていた。小刻みにふるえるフェリーネの下腹部や恥丘、腿のつけ根を、ユーリはゆっくりついばみはじめた。

「っあ、ユーリ……っ、身体が……わ、私の身体、おかしく……っ」

　ユーリにそっと腰を撫でられるだけでも、いまのフェリーネには強い快感となった。こんな状態ははじめてだ。裸体をさらし、あられもない声を上げた恥ずかしさも相まって、いますぐ毛布でいいから隠れてしまいたかった。

　しかしユーリはそんな状態のフェリーネに取り合ってくれない。フェリーネの腰をつかむと、軽々と自分のほうに引き寄せた。

　シーツを滑ったフェリーネは、膝立ちになった彼の下腹部に揺れるものを目の当たりにした。

　燭台の明かりを受けた赤銅色の屹立は、ひどく張り詰めた様子だった。はじめて目にしたというのに、フェリーネはそれを淫靡だと受け留めていた。

　無言で覆い被さってきたユーリの先端が淫花に押し当てられ、フェリーネはちいさく呻く。聞こえた少し後を引くような水音は、秘所から溢れた淫水のものだった。すべてをユーリにさらしているいま、フェリーネは臆さず彼へと腕を伸ばした。

「ユーリ……大好き」

　首に腕をまわし、フェリーネは彼が腰を沈めていく圧迫感に目を閉じる。

「あ……っう、あぁ……」

　長大な熱が淫道を埋め、満たしていく。ユーリの劣情が根元まで押しこまれ、腕に抱きすくめられたときの幸福感ははじめてのものだった。

「ん、っあ、ああっ」

　彼の腰が前後する――容赦なく責め立てられ、フェリーネは背にしがみついてその嵐に耐える。抱きすくめられ耳元で名を呼ばれるまでにかかる時間は、それほど長くなかった。劣情に穿たれ、圧迫感を覚えていたフェリーネだったが、次第にそれは緩んでいく。内側から淡い熱が身体へと流れていった。

「……ん、ぁあ……っん、うん……っ」

「フェリーネ、ずっと俺と……っ」

　乞うような声に、フェリーネは彼を抱きしめる腕を強くした。

　数度、強く腰を打ちつけられた。

　一番深いところで、蜜花を穿った淫蛇がのたうった。内側に蜜が残されていく。

　はしたない行為をユーリと共有していることが嬉しい――ユーリに抱きしめられたまま力を抜き、フェリーネは我知らず微笑んでいた。









　ううん、とユーリが唸り、目を向けると難しい顔をしているように見えた。

「もしかして、後悔したり……してる？」

　まだ肌着も身に着けず、ふたりでひとつのベッドに横たわっている。フェリーネはついそんなことを尋ねてしまった。

　フェリーネは後悔していない。彼にも後悔していてほしくなかった。

「それだよ。もっとはやく深い仲になっててもよかったんだな、って後悔してる。フェリーネをダンメルスに帰さなきゃよかった」

　ユーリがフェリーネのほうに寝返りを打ってくる。燭台の光の下、彼のまぶたがやけに重そうだ。そろそろ燭台の蝋燭も尽きる。眠るしかない暗闇が訪れるだけ。そのはずなのに、彼がとなりにいると思うと特別な時間に思えてきた。

「ロスフェルト伯爵に会ったら、そう話してみようか。帰したくなかったし、いまもおなじ気持ちなので一緒にカウベルスに、って」

　それを聞いたら、父はどんな顔をするだろう。声を抑えて笑いながら、フェリーネはその提案がいやではなかった――むしろ、そうしたいくらいだ。

「当面は私たちの秘密ね」

「まあ……うん」

　その秘密のおかげで、フェリーネはとても前向きな気持ちになっていた。

　――前向きに、ミヒルと予定されている婚約を白紙にしたくなっている。

　ユーリの呼吸が間近に聞こえ、そのことにフェリーネはひどく勇気づけられていた。ミヒルとのそれは、ただの予定なのだ。両家当主同士の口約束。それをすでに決定事項と受け留めるか、まだ確定していないことだと受け留めるか。

「フェリーネの秘密だけ共有してるのも公平じゃないから、俺の秘密……というか、内緒にしてることを話すよ」

「内緒にしてることなんてあったの？」

　あくびがこみ上げてきた。ユーリの指先が目尻に浮いた涙をぬぐっていく。

「うん。俺の名前、ユーリじゃなくてユリウスなんだ」

「……ユーリって愛称？」

　どちらも素敵な名前だ。涙をぬぐってくれた彼の手をにぎる。

「ユリウス・ブリンクランが正式な名前。好きなほうで呼んで」

　ユーリの指の力が強くなる。

　その指を解く気はなかったが、思わずフェリーネは毛布に潜っていた。

　ユリウス・ブリンクランの名を知っているからだ。

　これから預かることになるイザークの名はイザーク・ブリンクランであり、ユリウス・ブリンクランはその兄の名のはずだ。

「な、なんで……」

　――カウベルス王国第一王子。

　心底楽しそうなユーリの笑い声を聞き、頭が真っ白になっていく。

　ひどく驚いていたが、隣国にまでやってきた彼の行動の重さが嬉しかった。

　フェリーネは枕に顔を埋め、身体の力を抜いていった。
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　ずっと上機嫌なユーリに反し、フェリーネはため息をついていた。

「……どうして話してくれなかったの、って訊いたら駄目かしら」

　それほど広いとはいえない厨房で、肩を並べて朝食をつくる。ひとつの火で、限られた薪を使うのだ。手早さが重要なメニューは簡素な出来映えになるが、ユーリと息を合わせてつくる朝食は楽しい。

　彼がじつは隣国の第一王子だと知らされても、フェリーネの気持ちは揺らいでいなかった。ただ彼を取り巻く環境もあり、慎重にならなければならず――そして、慎重になった先、自分たちはどうありたいのか。

　彼の立場を思うと、いままでに覚えたことのない緊張を覚えた。

　――王族。

　療養中と伝え聞いていたが、となりでスープの味見をしているユーリはどう見ても健康そうだ。

「医療団のきみと会ったときは、王子が死にかけてるっていうのが広まるのは避けたかったんだ」

　ふふ、とユーリがちいさく笑う。それがあまり楽しくなさそうな声だったので、フェリーネは手を止め彼の横顔を見つめた。

「トウサの予後が悪くて……俺のまわりからさーっとひとがいなくなって、爽快なくらいだったよ」

　フェリーネに視線を向けてきた彼の表情は、とても静かなものだった。過去として区切りをつけられているようだが、それは楽しい経験ではなかっただろう。

「あのころは婚約者候補がけっこういたんだけど、みんな国外に出たり、ひとのいない別荘地に避難して」

　ダンメルスでもよく耳にするものだ。トウサの発症者のいない土地に移り、かからないよう対策を取る。

「その方たちとは？　当時はそうでも、もう治ったんだし」

「あのまま行けば、婚約者なり妻なり、彼女たちの誰かと添うことになったんだろうね。でも俺にはもうフェリーネがいたから」

「……私、帰っちゃったのに？」

　カウベルスで医療団として活動していた日々、彼が第一王子だなどと思いもしなかった。

「フェリーネを追いかけることも考えてたよ」

「よく国内の……諸侯っていったらいいのかしら、好きにさせてくれたわね」

　権力争いは絶えるものではなく、玉座周辺が穏やかであることは少ない。フェリーネでさえ、そう聞きかじっている。どこの国もそんなものだと思っていたが、カウベルスは違うのか。

「トウサの予後不良で、性的不能になったってことにしたからね」

　フェリーネが目を見開くと、ユーリは声を上げて笑った。今度は心底楽しそうだ。

「治療には女性との時間を持つのが一番、って主張する財務大臣が面倒だったなぁ。いまは性的不能が治らなくて気鬱になったから、そっちの療養に専念してることになってる」

　性的不能だと言い張れたなら、女性たちから逃げ切れたのだろう。彼にその症状がないことは、フェリーネがよく知っている。

「俺が即位しなくても、イザークがいるし。カウベルスは安泰だよ」

「簡単にいうけど……」

「母上は俺の出産後に身体を壊して、もう次の子供は望めなくて。どこの国もトウサのせいで生命いのちを落としやすいから、父上はどうしても第二子が欲しかったみたいだよ」

　スープをかき混ぜ、ユーリは口角を上げた。

「側妃が男子を……イザークを生んでくれたから、俺も母上もみんな安心できた。俺がトウサにかかったときも、治らなかったとしても、イザークがいるからね。もし今後イザークの状態が悪かったら、国を挙げて俺の性的不能の治療に当たるんだろうなぁ」

「……そんな」

　呻くような声を漏らしたフェリーネは、それが王室なのだ、と痛感していた。血筋を維持するためにおこなわれることに、それぞれの感情は酌量されない。それをあえて話してくれているのだ――そこにフェリーネを招き入れようというのだから。

　ユーリの肩に頬を押しつける。彼の身体に腕をまわすと、また笑う声が聞こえた。フェリーネを安心させようとしているのがわかる、そんな声だ。

　抱きしめ返されても、フェリーネは彼を抱きしめ続けた。

「フェリーネには話そうとは思ってたんだ。でも身分じゃなく俺を見てもらえるの、心底気分がよくて……医療団で訪れたきみにそれを教えてもらって――ごめん、こんなの騙し討ちみたいなものだよな」

「ほかにはなにも隠してないんでしょう？　それならいいわ」

　なによりおたがいさまなのだ。フェリーネもフェリーネで、婚約を控えていることを黙っていたのだから。

「いまのところ第一王子殿下は療養中、なんでしょう？　王室は……あなたの先行きをどうとらえてるの？」

　第二王子のイザークは、クラーセンに療養に訪れることになっているのだ。王子がふたりとも隣国に出て、と考えたところで、フェリーネは顔を上げた。

「いまのところ、俺はカウベルス国内で療養してることになってる」

「特使になっているのは、王子殿下じゃなくほかのひと……？」

「そう。クラーセンでイザークが快癒したら、ついでに俺の不能も治ったってことにしたいな。それで俺は、医療団のときから献身的な看護をしてくれた思い人に求婚する。俺とイザークのどっちが王でもいい」

　すべてうまくいってほしい。

　ひたいにユーリのくちづけを受け、フェリーネは彼に体重を預けていく。

「……第一王子殿下のお相手の方、王家に嫁ぐことについてどう考えてると思う？」

　ユーリの顔に笑みが広がる。

　はじめて見る表情だった。病み上がりの少年でも特使でも、恋人でもない――権力者の笑顔だ。意見を押し通す方法を持っている、余裕に満ちたもの。

　尋ねたフェリーネ自身、考えがまとまっているとは言えなかった。

　つい昨日の昼までは、ほかの男性と婚約をする将来を受け入れていたのだ。

「身分にものを言わせて、フェリーネに求婚しようと思ったこともあるよ」

　彼の笑みは崩れない。彼がそうしていたら、とっくに成婚に向け動いていたかもしれない。

「どうして……そうしなかったの？」

「そういう有無を言わさないの、好きじゃなさそうだと思ったし……俺の口から伝えたかったんだ」

　くちびるが重なってくる。軽いくちづけの後、微笑むユーリの顔つきはいつものものに戻っていた。彼にフェリーネは頬ずりをした。

「フェリーネ、結婚しよう」

　これはおそらくユリウス・ブリンクランではなく、ユーリとしての求婚だ。

「……結婚したら、たくさん童謡を聴かせてくれる？」

　医療団として過ごした日々、彼の歌声が好きだった。

「いくらでも歌うよ。童謡だって、子守歌だって」

　涙がこみ上げてくる。フェリーネは自分の涙に驚いていた。

　婚約の宣誓式のことを考えたときには、一度も感じたことのないものだ。彼との未来を思うと、これまでに経験がないほどの幸福感に満たされていく。

「ユーリ、あなたの妻になるわ」

　彼が隣国の王子であることは、ひとまず頭のすみに置くことにした。フェリーネはユーリの妻になる――これ以上美しい言葉はなく、いまはそれを噛みしめていたかった。

「ありがとう。フェリーネ、愛してる」

　いつまでも彼の腕のなかにいたい。しかし火にかけているスープが沸騰しそうになり、ふたり同時に腕の力を抜いていた。

「おいしそうだ。食べながら、これからのことを話し合おうか」

「これから……ええ、そうね」

　ユーリの笑顔を前に、頭のすみに置いたものを引き寄せる。

　深く考えずとも、これから自分たちがやらなければならないことは膨大なのだ――フェリーネは気づかされていた。









　まずは、ミヒルとの婚約宣誓式を取り止めなければならない。

　宣誓式の日程は組まれているが、まだまだ取り返しがつく――はずだ。

　両家の当主同士ではどんな話がされているのか、フェリーネはパンの最後の一口を噛みながら考える。詳細はわからないが、両親はフェリーネの幸福を祈って縁談に取り組んでくれていたと信じている。

　賠償金を払うようなことにはならない――たぶん。

　もし解消への話がおかしな風向きになるなら、ミヒルが歓楽街で羽目を外していたことを持ち出せばいい。婚家の親類が治める土地で領民に無理を強いていた、とそのときにはちょっと話を盛ろう。

　弟たちがいるのだ、ロスフェルト家の家督は問題ないと見ていい――きっと。

　嫁いでロスフェルトを出る予定だったのだ、それが他国に変わっても大差ないだろう。

　じわり、とかたちにならない不安が胸に広がり、フェリーネは腕輪をにぎりしめる。そこに腕輪があるように、ユーリとの将来を確実なものにするのだ。

　諸々のことをユーリと話し合い、朝食は進んでいく。

　ユーリと再会してからの数日で、こんなにも様々な事柄が変わるとは思ってもみなかった。

　まだ動き出しておらず、ふたりで話し合っているだけの状態なのだが、ユーリが乗り気でいてくれることで気持ちがとても軽くなっていく。

　しかし、向き合わなければならない問題も多い。

　王家に嫁ぐとなると、どれほどの支度金が必要か。

　結局悩みは金策に流れ着き、フェリーネは空になったスープ皿をのぞきこんだ。

「……どうかした？」

「ううん。おいしかった、ごちそうさまでした」

「それじゃ、さっそく働こうか」

　フェリーネは首をかしげる。

「いちおう、俺は特使だから。それなりに」

「そういえばそうだったわね」

　そしてフェリーネはというと、ただ時間を潰しにクレルクを訪れているようなものだった。

「どうするの？」

「クレルクのアンドレ卿を訪ねるよ。挨拶というか、根回し……かな。貴族の子息たちが派手に遊んでいるっていう話は、報告義務があると思う？」

「……先に報告しておいたほうがいいのかしら」

　後々進展に困ることがあったら話そう、とそのていどに考えていた。

「醜聞は避けたいからね、誰しも。カウベルスの特使が見兼ねて進言、って体ていにしておけば、後々婚約の話があったことを忘れてもらうときに便利かも」

　醜聞など起こらないに限る。だからこそ予防したいはずだ。

「以前からフェリーネと知り合いだったって話くらいは、アンドレ卿にしておきたいんだ」

　両親もそこは知っている。医療団に参加したフェリーネに助けられた、とユーリが語り、両親は誇らしげにしていたのだ。

「まずはカウベルスにきみのことを知らせたい。妻を連れ帰ると」

「……反対されたりしないかしら」

　ユーリが微笑む。

「療養生活中に、反対しそうな連中は浮き彫りにできたから大丈夫かな。俺が不能になって子を成せないと思ってるだろうし、連中はイザークを次王にしたいみたいだけど」

「……けっこう不穏な話をしてるわよね？」

「そうかな？　じつのところ、俺はイザークが王になるのでいいんだよね。あいつは臣下の扱いがうまいんだ。とにかくいまはイザークの身体を本調子に戻さないと――なにせ第一王子は性的不能だから、王室周辺がイザーク頼りなんだ」

「ふたりとも療養中となると、カウベルスの方たちも心配なんじゃ……」

「トウサを乗り越えたんだよ、俺もイザークも。あとは治して、臣下たちに釘を刺しながら国をいい方向に持っていかなきゃいけない。いまだって悪い国じゃないと思う。でも、もっといい国にしていかないと。正直なところ不安は大きいけど、やるしかないからね」

「もしかしなくても、ユーリの仮病のせいでイザーク殿下に頼らざるを得なくなってるんじゃ……」

「俺もふくめて、あいつに期待してるよ。帰国するときには、快癒記念のパレードをするって計画だってあるんだ」

　そのパレードは病を克服した王子の、カウベルス国安寧の象徴としてのお披露目だ。

　快活な笑い声とともにユーリが腰を上げた。

「まあそれはそれで。片づけたら出かけよう。天気もいいし、お出かけ日和だよ」
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　まさか、ミヒルが叔父のアンドレを頼っていたとは思いもしなかった。

　まさか、ミヒルがフェリーネの顔を見て嬉しそうにするとは思いもしなかった。

「フェリーネ嬢、お会いできるとは思っていませんでした！」

　アンドレの暮らす屋敷の前で顔を合わせた彼は、歓楽街で見かけたときよりずっと顔色がよかった。

「お、おひとりですか？」

　おもわずフェリーネが尋ねると、ミヒルは後方の屋敷をしめした。

「友人たちと一緒です。フェリーネ嬢、今日の装い、さっぱりしていていいですね。とても似合ってます」

「動きやすいほうがいいかと……」

　頭のなかが白くなっていく。

　ユーリがアンドレに目通りしている間、庭でも眺めようとひとり屋敷を出ていたのだ。それが失敗だった。ミヒルに捕まり、屋敷の窓からは彼の友人らしき姿がふたつ、歓楽街で見かけた顔がこちらをうかがっている。

「フェリーネ嬢はどうされたんですか？　アンドレ殿になにかご用事が？」

　にこにこ顔の彼は、ぐいぐいと距離を詰めてくる。

「いえ、ロスフェルトの用事で……」

　言葉を濁すしかない。カウベルスからの特使の件は、まだ他言できるものではない。隣国の王子を預かるのは些事ではないのだ。

　いまごろユーリはアンドレと話しているだろう。

「アンドレ殿は来客のようでしたよ、お庭の散策ならご一緒しても」

「お友達がいらっしゃるんでしたら、私のことは」

「先に紹介させてもらっても？　古い友人たちなんです」

　笑顔のミヒルの背後、屋敷の玄関扉が開いた。

「……叔父さま」

　そこに立つアンドレの表情は険しい。フェリーネを認めると口角を上げ、アンドレはあごをしゃくった。そちらを振り返ったミヒルも、叔父に気がついていた。

　扉をくぐるまでもなく、アンドレの背後に控えるユーリと目が合った。外交用らしき笑顔の彼を、素直に美丈夫だと感じる。

　ここでミヒルと対面するなら、ユーリについていけばよかった。事前に話していたとおり、ミヒルたちの遊興について報告をしたのだろう。アンドレのミヒルに向ける視線は冷たいものだ。

　物音がした。そちらをうかがわずとも、ミヒルの友人たちがやって来たのだろうと判断がつく。

「こんにちは、ミヒルが婚約者の方がいらしてると部屋を飛び出していって」

「おふたりの邪魔をしないほうがいいかな？　ご挨拶だけでも」

　血色のいいふたりは、気さくな様子だ。何事もなく引き合わされたなら、フェリーネも快く応対していたはずだ。

「挨拶はしなくていい」

　重々しい声はアンドレのものだった。

　ミヒルたちが表情を強張らせる。それに足る、怒りを孕んだ声である。

「きみたちがクレルクでどんな振る舞いをしていたか、報告があった」

　三人が顔を見合わせていく。フェリーネはそろそろと彼らから離れ、話し合いの輪そのものから距離を取ろうとしたが、アンドレに手招かれ叔父のとなりに立つことになった。

「こちらはカウベルスからいらした方だ」

　名乗るかどうかの判断はアンドレがするものではない。後ろに立っていたユーリがアンドレの横に並び、軽くあごを引いた。

「公的な調査でこちらを訪れたのですが、残念ながらみなさんが楽しまれているご様子が少々」

　すべてを説明せずとも、ミヒルたちは察した。三人がフェリーネから顔を背けていく。

「クレルクの調査は、ロスフェルト伯爵の協力のもとおこなっております。そのためフェリーネ嬢に案内をしていただきました」

　弾かれたようにミヒルの顔が動き、フェリーネを見つめてくる。見開かれたまなこには、逼迫ひっぱくした色が浮かんでいた。思い当たるものがあり、それが的中していると理解しているのだ。

「ちょ、調査と……いい、ますと」

　ミヒルの友人がふるえた声で尋ねてきた。まずフェリーネはため息を落としていた。

「カウベルスに報告が上がる類いのものです。もちろんその過程でダンメルスにも……私はその補佐を」

　真っ青になった三人の顔がフェリーネを見つめ、それからその目はユーリに向けられた。

「わたくしはカウベルスとして調査をおこなっておりますので、個人としての名を名乗れません。どうかご容赦を」

　三人が喘ぐ。

　フェリーネとしても、調査内容がどう扱われるのか説明ができない――知らないからだ。

　おそらくはイザーク滞在予定地の治安がわかればいいのだろう。そこにミヒルたちの名と行動を記す必要があるかどうか。

「あの、なんといいますか、ミヒルに悪気は……」

「朝帰りがあったが、ただ飲み過ぎたというのは嘘だったか」

　アンドレはそういってこめかみを揉んでいる。飲み過ぎというのを信じていたかどうかは別問題だ。友人たち共々滞在して甘え、嘘をついたのだ。

「の、飲み過ぎてちょっとわけがわからなく……」

　ミヒルの友人が、慌てた声を上げた。

「黙りなさい。ミヒルくんはともかく、きみは妻帯者だろう。どうするつもりかね。私に共犯になれと？」

　愕然とした表情のミヒルに見つめられ、フェリーネは居心地が悪いことこの上ない。

「フェリーネさん、俺を信じてほしい！」

　急なミヒルの大声に驚いたが、訴えにも驚かされた。

「お、俺はきみと結婚できることを幸運だと思ってるんだ、ぜったいにきみをしあわせにする！」

「まだ私たち、婚約もしてません」

　お調子者に見えるが、悪いひとではなさそう――そんな印象はもう消えてしまっている。フェリーネは目の前の男が怖くなっていた。

「でももう宣誓式だって！」

「まだ宣誓式は先です。私たちはただの遠縁ですよ」

「そのとおりだ。遠縁の若者が訪ねてきたからもてなしたが、まさかここまでたちの悪いことを……」

「俺はフェリーネさんと添い遂げるつもりで……！」

　フェリーネは一歩下がっていた。すでに彼はフェリーネが妻になると確信していたのかもしれない。が、それと羽目を外してしまうことが結びつかない。

「ミヒルくん、嘘や裏切りは軽視できるものではない」

「アンドレ卿、そうおっしゃいますが、ミヒルたちはまだ婚約前でしょう！　それなら彼女を裏切ったことには」

「ええ、私とミヒルさんは婚約者ではありません。私ではなく、叔父への嘘と裏切りについてよくお考えになってください」

　ミヒルたち三人は目に見えて顔色を悪くし、口を閉ざしてしまった。そこにユーリが一礼し、アンドレに向き合う。

「わたくしはこれで。みなさん冷静ではないようです、一度落ち着かれてはどうでしょうか」

「もてなしもせずに申しわけありません。お気遣いに感謝いたします」

　屋敷を辞するユーリについてフェリーネも歩き出すと、待ってくれ、とミヒルの弱々しい声が聞こえた。

「調査のお手伝いがありますから、私もこれで。叔父さま、失礼いたします」

「気をつけるんだぞ、フェリーネ。連絡をする」

　アンドレの表情はずっと重苦しかった。もうミヒルたちをフェリーネは振り返らなかった。ここは叔父に任せるのが一番だ。

　預けていた馬にまたがり、フェリーネは屋敷から離れていく。叔父の屋敷の敷地から出たあたりで、となりで馬を走らせていたユーリが笑い出した。

「アンドレ卿、領民をとても大事にしてるんだね」

　揺れる馬上で話しては、舌を噛んでしまいそうだ。速度を落とし肩を並べ、フェリーネはまだ笑っているユーリに話を振る。

「叔父さまといったいなにを話したの？」

「前もって決めてたことだよ。あの三人が歓楽街で調子に乗ったことが、アンドレ卿には許せなかったみたいだ。俺たちが歩いたあたりはともかく、もっときわどい商売をしているところは、土地の組合で暴力沙汰なんかが起きないよう監視してるらしい――すべてアンドレ卿の指導だって。よけいだったかもしれないけど、貴族の対応に困っているという内容を、みなさんどう報告するか悩んでいたようです、っていっておいた」

　領主であるアンドレが目を光らせ、きわどい店が商売をしても治安が悪化しないようにしている。

　うーん、と声が漏れていった。

「……そうまでして、きわどいお店の営業を続けるのはどうなのかしら。もともとクレルクはにぎわってるんだもの、飲食店とかお土産とかで」

「ここから締め出しても、どこかしらで営業するからだろうね。逆に許可を出して、目の届くところで商売してもらったほうがやりやすいそうだよ」

　さほど長い時間ではなかったが、ユーリたちはきちんと話ができたようだ。

「それにしても、ミヒルさんのことを考えると……ちょっとうんざりしちゃうわね」

　彼のことを思い出すと、得体の知れない不気味さを覚えてしまう。

「ほかのことを考えるようにする？」

「そうしたいけど……なんだか楽しくないことばっかり考えちゃうの」

「たとえば？」

「婚約の宣誓式はこれからだったけど、あのひとの友達以外にも、もう婚約してるって目で見られてるのかもしれない」

　フェリーネ自身、彼と婚約して嫁ぐと考えていた。

「でもまだ婚約してない。俺がいるよ」

「それはそうだけど」

「俺たちのことは、ちょっと内緒にしておいたほうがよさそうだね」

　確かにそれはそうだった。
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　なんとか婚約への流れを断ち切りたかったが、ミヒルの両親から婚前の遊びを不義と一緒にしないでほしい、と訴えがあった。そもそも領民がほかの客と勘違いしているかもしれない、証拠も不十分である、と。

　生家に戻ったフェリーネは、慣れ親しんだ自室の長椅子で身体を投げ出していた。

　家を空ける予定だったフェリーネが突然戻り、両親をはじめみな驚いていた。

　ミヒルとの婚約がなくなるなら、もう持参金などを気にすることはない――ユーリとのことをまだ打ち明けられないいま、両親に伝えられることは少なかった。ひとまず目先のイザーク滞在に集中してほしい、と両親に訴えておくに留めていた。

「なんでそんなに私と……ロスフェルトと婚約したいのかしら」

「お嬢さま、戯れ歌をご存じですか？」

　侍女のマロウが窓を開きながら声をかけてくる。

「どんな？」

「クラーセンは暮らせんどころか一儲け、って歌なんですが」

「……知らないわ、なにそれ。も、儲け？」

　驚いたフェリーネは身を起こしていた。

　マロウが語ったのは、流れの職人集団たちから出たという戯れ歌だった。雪国から出て来る彼らは腕がよく、たいていの細工物はこしらえることができる。しかも上等だ。抜きん出た腕前のものは、出先で商人組合や貴族のお抱えになることもある。

「渡り歩いた先でそんな歌を？」

「そのようです。実際クラーセンは私塾や役所も新しく建てましたし、税だって無茶な額じゃないんです。よそにくらべて豊かだと思われるのでしょう」

　その結果金策に困っているのだ。その部分がおもてに出ていないなら良し――なのか。

「フェルヘイ伯爵さまのお手紙を持ってきた方と少し話しましたが、あちらはあまり領地内がうまくいっていないようで」

「こっちのほうがましに見えるってことかしら」

　場合によっては金づるとして期待されている可能性が高い。今後王命でイザークの療養先と知れ渡ったとき、いまは戯れ歌ていどのそれが信憑性を持つことにならないか。

「お嬢さま、ユーリさまがいらっしゃるようです」

　窓の外へとマロウがお辞儀をし、フェリーネは腰を上げるとどこにも乱れがないか確かめる。

　ドアのほうにフェリーネは意識を向けたが、反してユーリは開いている窓から入ってきた。

「こちらから失礼するよ、行儀が悪くてすまないね」

「お茶を用意してまいります」

　マロウは動じず冷静だ。

　部屋からマロウが退出するなり、ユーリはかくしから厚みのある封筒を取り出した。

「イザークから早馬だ。読み応えのある内容の手紙だよ」

　差し出されたそれを、フェリーネは飛びつくように受け取っていた。









　癖のある文字で、体調はなかなかいい、とあった。

　遠目にだがはじめて見た海が美しかった、素手で殴り合った農夫がすぐ仲直りをして驚いた、存分に殴り合って和解するのは良案だ、制度として導入できないか考えている――続く内容は、旅行記を思わせた。

「海？」

　頭のなかにある、大陸の地図を引っぱり出す。カウベルスからダンメルスに入る道筋上、どう考えても海を見ることはない。

「なにかの暗号？」

「もっと先まで読んでみて」

　何枚もの便箋に綴られたそれは、景色を楽しみ、はじめての文化に感心している。

「ダンメルスに向かってない……？」

　便箋から目を上げた先、ユーリは苦い笑みを浮かべていた。

　最後の便箋に、こたえは書いてあった。

　――デルクセンはこれから祭りの季節と聞きます。

　あ、と声が出ていた。

　デルクセンは海沿いに細長く広がる小国だ。イザークの文字はそこからデルクセンの文化への期待を綴り、医療も異文化もカウベルスの民に持ち帰りたい、と締めくくられていた。

「殿下、デルクセンに……？」

　ユーリが深い息をついた。

　――行き先を変えたイザークは、まったく違う国を目指している。

　予定変更となるため後はよろしく、と追伸された手紙を前にしていると、マロウがお茶を運んできた。

　フェリーネたちの様子になにかを察したのだろう、マロウは部屋をすぐ出ていった。

　バルト先生に会えるのが楽しみだ、と手紙にある。

「この、バルト先生っていうのは？」

「トウサにかかったイザークを看ていた医師で、おもしろいひとだったよ。たぶん奇人変人って呼ばれる部類の方。デルクセン出身だとは聞いてた……かなりイザークが傾倒してたんだ」

「殿下はそのお医者さまに会うのが目当てなのかしら。最初はここに向かうつもりだった……のよね？」

　うーん、とユーリが唸り、フェリーネも唸った。

「まさか、なにか良くないことでも起きたんじゃ……？」

「大丈夫、心配いらないよ。早馬はイザークを護送する隊から来たやつだよ、返事を預かってくれるそうだ。いま休憩してる。お父上のご厚意で、今日はこちらに泊めてもらうことになりそうだ」

「ずっと馬で駆けてるのって、けっこう疲れるものね」

「にこにこしながら感謝してたよ。こっちが返事を書く時間もあるから、どこかで野営することも考えてたらしい」

　犯罪に巻きこまれた、などではなく、イザークはただ行き先を変え、気ままな旅と洒落こんでいるのかもしれない。伝令がまた隊に戻るのだ、イザークの馬車は進む道筋を決めているはずだ。

「伝令と話すときは、お父上にも同席してもらってる。国同士のことになるから、俺と伝令だけで話しておしまい、ってわけにはいかないから」

　国同士のこと――フェリーネははっとしていた。

　イザークがデルクセンに向かい、ダンメルスのクラーセンを訪れないなら、金策の必要はなくなる。

「ひとまず伝令の様子を見てくる。イザークに返事を書かないといけないのは確かだし……カウベルスにやった早馬の返事が来ればいいんだけど」

「カウベルスにも出したの？」

　特使がユーリだとカウベルス王室は知らないはずだ――そこを指摘すると、ユーリは両手のひらを広げて見せてきた。

「とりあえず、イザークの滞在にクラーセンは問題ないっていう早馬を、べつの者の名前でカウベルスに放ったんだ」

　フェリーネは首をかしげていた。

「イザーク殿下からの手紙は、ユーリ宛てよね？　特使があなただっていうのは知ってる……？」

「俺が療養生活を送ってるって偽証の手伝いを、イザークにしてもらってるんだ。さすがに身内の誰とも会わないってわけにはいかないし、トウサの療養仲間ってことで」

　納得したが、その状況は褒められたものではないだろう。

「寝所には俺の代理が詰めてるんだ。でも特使として出す手紙は、直接王城に届くようになる。送った手紙の筆跡で俺だって発覚するかも……読むのは専任の文官が最初で、報告ついでに手紙も陛下に献上されるはずだ。奏上で済めばバレないかなぁ」

「すごいわ、運頼みね」

　運頼みな上に、彼はおもしろがっている。

「そう、運頼みなんだ。まあそれより、あっちはイザークの動向を把握してるのかな」

　声に出さず、彼のくちびるが「めんどくさい」と動いた。

「してると思う？　兄の見解として」

「どうだろうな。お気に入りの臣下と騎士を連れてるなら、全員イザークの思いつきにしたがうのは慣れてるだろうし、気まぐれを見せたところでなにか手は打ってそうだ」

　何枚もある手紙をユーリは振った。

「あいつがデルクセンに行きたい理由なんだけど……助手で来てたバルト先生のお嬢さんとやけに仲がよかったんだよ、あいつ」

　好いた相手を追って国を出てしまう――おなじことをユーリはしている。

　ふたりでため息をつくより先に部屋の扉がノックされ、伝令のもとへとユーリが呼び出されていった。









　なにが起きたかを聞くより先に、なにか大変なことになったのだ、とフェリーネは父ランベルトの顔色を前に予見することとなった。

　しかし母ルースと執事の顔色はよく、フェリーネのとなりの席にユーリが腰を下ろしたことで、なんとなく察することができた。

「お話は無事に？」

　誰にともなく発した問いかけは、ユーリが受け留めてくれた。

「お父上にぼくがきみに求婚したいと思っていることを話したよ」

　ということは、とフェリーネは両親に目を向ける。

　両親が微笑む。

　ユーリが第一王子であることも、イザークが当初の予定から外れた行動を取っていることも、伝令に預ける手紙を書きながらになったが、きちんと話した――そう語ったユーリは、自信に溢れた表情である。宿泊すると思われた伝令は、手紙が書き上がるとさっさと出立したそうだ。

　イザーク滞在への金策の必要がなくなり、表情は変わらないが執事は顔色をよくしている。気持ちを寄せ娘に求婚してきたのは、隣国とはいえ王族の男なのだ――ルースの顔色もいい。

「ただ、フェルヘイから宣誓式をはやめたいと連絡があって」

　ランベルトの顔色が悪いのは、ミヒル・フェルヘイ絡みの問題か。

「さっさと断りましょう、宣誓式の前に殿下がいらしてくださってよかったわ」

　ルースの元気な声に、ランベルトがうなずいた。

「明日、親子で来訪すると連絡があった。そこで白紙にすると話すつもりだ」

「お父さま、フェルヘイと疎遠になったらなにか困ることはありますか？　もしなにかあるなら、ユーリとのことは持ち出さずにいたほうが」

「フェリーネ、まだ殿下のことを愛称でお呼びするのははやいんじゃないか？」

　父の目が細められ、フェリーネは微笑み返した。

「なにを言ってるんです、あなた。フェリーネが添いたいっていうんです、私たちが後押ししなくてどうします。愛称くらいいいじゃないの、私たちだってそうだったでしょうに」

「いや、おまえ……それとこれは」

「あの家とはとくに事業で関りはないんです、全部白紙にしてさっぱりしましょう。今後も無関係でいいわ。新規事業を考えられたらと思っていたけど、そんなものまだ影もかたちもないんだもの、どうってことないでしょう」

　白紙にして問題ない、と母は断言している。だが先方としては、なにか共同事業を興す算段を持っているかもしれない。揉めないで終わってほしかった。

「あなた、フェルヘイにはイザーク殿下の療養の話もなさらなかったでしょう？　そういう態度に全部出てますよ。フェルヘイをよく思ってなかったんです、きっと」

　断言口調の母は勢いに乗ると怖い。

　笑いをこらえているユーリを横目に、フェリーネは母に手を振る。

「明日フェルヘイの方たちが来るなら、今日はもうゆっくりしたほうがいいと思うわ」

「そうね、いやなことをいまから考えてる必要はないわね」

　耳に入れたクレルクでの出来事で、ルースはすっかりフェルヘイ家――とくにミヒルに対して牙を剥くようになっている。

　明日には両家が向かい合っての話し合いだ。すんなり終わってくれるよう、フェリーネは祈っていた。
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「ちょっとお願いがあるんだけど、いいかな」

　夜になって訪れたユーリは、窓から部屋に入ってきた。

「そんなところから入ってきて、いったいどんなお願いなの？」

　大判のストールを巻き、フェリーネは燭台の明かりだけになっている部屋へユーリを招いた。

「すわらない？　飲み物を用意するのはむずかしいけど」

　すでに侍女のマロウも下がり、なにか頼める時間ではない。フェリーネがお茶を淹れることもできるが、遅くなっての訪問については、この部屋から漏れていかないほうがよさそうだ。

「こんな時間にごめん。その……きみの部屋を見せてほしくて」

「部屋？　昼も一緒にいたじゃない」

「侍女がいつ戻るかわからなかったから」

「部屋を見るくらいかまわないわよ。案内ならまかせて、ここの部屋にはくわしいの」

　自室は三部屋の続きになっている。暖炉を備えた応接室、衣装室、寝室だ。

　屋敷の修繕にあたり、フェリーネは部屋の見た目に手を加えなかった。ほかの場所は窓を増やしたり扉の位置を変えたりしたが、フェリーネは自室の修繕には床材の土台部分の補強を選んでいた。冬には寒さが上がりにくくなる――そう大工が話していた。これから修繕後はじめての冬が訪れる。まだ補強効果を実感できていなかった。

　寝室には本棚を持ちこみ、好きな本を並べてある。ユーリが背表紙をのぞきこみ微笑む横顔が、燭台の光に照らし出されていた。

「星座の本と……トウサの本もあるんだね」

「トウサには私もかかったし、医療団に参加する前後にもいろいろ読んだわ。お医者さまにお話も聞きにいったし……星座の本はね、ダンメルスとカウベルスで星の見え方が変わるのか気になって」

「カウベルスの空はどうだった？」

「……空を見上げて星座鑑賞をする余裕がなかったわ」

　背中にユーリの腕がまわされる。そっと体重を預けると、彼の手のひらが腰にふれてきた。

「フェリーネ、カウベルスにいったら一緒に夜空を見よう」

　もう当然のように彼の国に向かうことが口にされている。くすぐったくなるが、何度でも聞きたくなる言葉だった。この先もユーリと一緒にいられる。離れないでいい。

「……部屋を見たいって話してたけど、見所はほとんどないの」

「満足だよ。フェリーネが過ごしてる部屋を、ずっと見たかったんだ」

「叶った？」

　カウベルスに行ったら、おなじことをユーリに提案しようと心に決めていた。彼の過ごした部屋を見てみたい。

「ありがとう。でも……べつのお願いを追加したくなってる」

　抱き寄せられ、彼の胸にフェリーネは身を寄せた。

「聞くだけでも聞きましょうか？」

「どうかなぁ。婚前の淑女が許してくれるかなぁ」

　ひたいにくちびるがふれる。フェリーネは笑いそうになるのを堪えていた。

「淑女じゃないただのフェリーネだったら、聞くかもしれないわよ」

　ユーリを抱きしめ返すと、背中をそっと押された。ベッドはすぐそこだ。うなずいたフェリーネは、ユーリのくちづけを受け入れていた。









　ストールを落とすと、薄い夜着だけになってしまう。

　そのことに気がついたのは、ユーリに素肌をさらしてからだった。はしたない姿でとなりに立ち続けていたのだ、褒められたことではなかった――が、ユーリもまた窓から入室している。おたがいさまかもしれない。

　彼の視線から逃げるように、フェリーネは上掛けに潜っていく。

　肌をさらしているのはフェリーネだけでなく、ユーリもすばやく身に着けていたものを落としていった。フェリーネが贈った腕輪が彼の手首を飾っている。フェリーネのものはいまは木箱に安置してあった。貴族が持っていれば首を捻られる代物だが、なにか察した顔のマロウが箱を用意してくれたのだ。

　部屋は静かだった。服を脱ぐ音と彼がベッドに入る音、シーツのこすれる音。それぞれが大きく聞こえた。ひとりで眠るときには聞くことのない旋律を奏でていた。ユーリがそれをもたらしたと思うと、フェリーネはやけに楽しくなってくる。

　上掛けにふたりで潜り、爪先同士でつつき合ううちに、足を深く絡めはじめていた。ユーリの肌は熱い。くすくすとちいさく笑い合う。ユーリの胸にぴったりと乳房を押しつけるほど寄り添うと、彼の下腹部でいきり立つそれに肌を圧されることになった。彼が欲情していることが嬉しい。

「フェリーネといると、どんどん欲張りになる」

　身を起こしたユーリに上掛けを奪われ、冷えた空気を感じると同時に抱きしめられた。抱きしめ返し、さらに強く抱きしめられ、そうやって肌をこすり合わせるうちに吐息が乱れていく。

「ん……っ、ユーリ……ああ……っ」

「もっときみのことが知りたいよ、たくさん声を聞きたい。ずっと離れてたなんて……悔しいな」

　うなじにユーリが鼻先をこすりつけてくる。彼のやわらかい髪に肌をくすぐられ、それさえもフェリーネを悦ばせるものとなった。

「すぐカウベルスに連れていきたい。それができないなら、ずっとクラーセンにいたい……二度と離れたくない」

　フェリーネよりずっと大きい手のひらが、両の乳房をたわませはじめた。揉みしだかれ、先端を舌が這っていく。嬲なぶってくる舌の感覚は、身体の奥に淫らな熱を呼び起こすものだ。

「う、っうん……っ」

　ちゅ、と軽い音だというのに、何度も続けられると声を堪えられないほどの刺激になった。見下ろすと、ユーリの頭が小刻みに動いている。それにあわせ、ちいさな音と快感が重なっていく。

「フェリーネ、きれいだ」

　くぐもったつぶやきが乳房より下に向かい、フェリーネは身をよじっていた。

「どうかした？」

「ど、どうっていうか……み、見えちゃう……から」

　フェリーネからも彼の姿が見えている。こちらは別荘より燭台の数が用意され、室内はあるていどの明るさが維持されている。

　両腕を使って胸元を隠すと、ユーリがくちびるを尖らせた。そんな表情もわかってしまう。そこを一度意識してしまうと、もう目を背けられるものではなかった。

「大丈夫だよ、こんなに暗いんだから……うん、よく見えないな」

　白々しい言い方をしたユーリに腕を引かれ、フェリーネは身体を起こした。

　見えない見えない、とくり返す彼の視線がフェリーネの肌をたどっていく。フェリーネと違い、ユーリは堂々と欲情した身体をあらわにしている。

　屹立から目を逸らすと、かすかにユーリが笑う。

「ぜんぜん見えないだろ？」

「蝋燭、ちょっとだけ消して……」

「暗くなったら困る――じゃ、こうしたらいいんじゃない？」

　言葉をさえぎった彼は、フェリーネの身体を軽々と引き寄せた。

「え、これ……は、ちょっと」

　抱え上げられ、ユーリのひざにすわらせられる。

「フェリーネ、こんなに近いんだ、見えないだろ？」

　視線をわずかに下に向けると、おたがいの身体で影になっているというのに、ユーリの屹立がもどかしげに身じろいでいるのが見えた。

　淫猥な輪郭から視線を逸らすように顔を上げたフェリーネに、ユーリがくちづけてくる。

「……っ、んう……っ」

　舌を交える濡れた音に、べつの音が混ざっていく。ユーリの手のひらがフェリーネの肌を這いまわるかすかな音だ。背中を撫で、腰を撫で、双丘に下りていった。

「ん……っ、うぁ……んっ」

　双丘の影に指が下りようとするのがわかり、フェリーネは首を振ってユーリのくちびるから逃れた。

「だ……だめ……ぇ」

「駄目？　それじゃ……べつのお願いをしてもいい？」

　耳元でユーリがささやいてくる。

「そういうのは……っ」

「ほら、フェリーネ」

　耳のあたりまで熱くなったフェリーネをひざに乗せたまま、ユーリがベッドに仰臥していった。屹立に手を添え、フェリーネの名を呼ぶ――きみが乗って、とささやかれたお願いに、フェリーネはそっと腰を上げていく。

「はず、かしいから……」

「うん。俺たち、恥ずかしいことを分かち合っていくんだよ」

　羞恥心が胸の鼓動を激しくさせる。しかしフェリーネはいやだとは思っていなかった。すでにユーリは欲しがっている。自分も欲しいと思っている。それを素直に言葉にする代わりに、フェリーネは双脚の間に雫を湛えた鈴口をあてがった。

「フェリーネ、愛してる」

　情欲に上擦った声は、フェリーネから迷いを取り払った。

「あ、ん……っ」

　淫裂に先端を押し当て、腰を落としていく――すでに濡れそぼっていたフェリーネの淫花は、たやすく長大な屹立を深くまで呑みこんでいった。

　ユーリと手を取り合い、腰を揺すりはじめる。どうすればよいのか、正解を知らないまま腰を蠢かせた。屹立に押し広げられた淫花を前後させ、彼を愛撫していく。

「うぅん……っ、っん、……んぅっ」

　甘く縛りつける快感が、次から次に湧き起こり続けた。声を漏らさないようくちびるを噛み、ユーリの手をぎゅっと強くにぎりしめる。

「ん……っ、あ、あぁ……っ」

　最奥に先端がふれると、ことのほか腰が蕩けるようだった。もっと、と貪欲になった腰が動きを変えていく。
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「やっ、あぁっ、ユーリ……っ」

　彼をもっと感じていたい。肩にしがみついたフェリーネの耳朶を、ユーリの舌が這っていった。

「あ、ぁん……っ」

「フェリーネ、気持ちよくなってる？」

「ん……ん、うん……っ、気持ち、い……っ」

「俺もすごくいいよ――そこ？　フェリーネ、もっとよくなって」

　しっかりとユーリに身体を支えられ、フェリーネははしたなく腰を踊らせる。激しくなる一方であり、淫花から濡れた蜜の音が後を引くようだった。フェリーネに合わせ、ユーリも下から腰を突き上げてくる。敏感な箇所に当たるたびに、フェリーネの肌がびくりとふるえる。

「あっ、ぅ……ユーリ……っ、とけるの、もう……おなかのなか、とけそう……っ」

　達したい、その欲望だけになり、なにも考えられなくなってくる。掠れた声でユーリの名を呼ぶうちに、それはフェリーネに訪れた。

「あ、あぁ……っ」

　身震いとともにフェリーネは達していた。深々とつらぬいた屹立が、淫道で精を吐き出していく。吐精の感覚に引きずられ、フェリーネの腰もびくりびくりと跳ね上がっていた。

「ユーリ……」

　ベッドに並んで身体を伸ばし、そのまままどろんでしまいたくなる――それはいまは無理だが、近い将来には叶うことだ。

「またお願いしたくなるかも」

「……今度は窓以外から入ってきてね」

　ささやくと、ユーリは声を殺して笑いはじめていた。
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　どうして来たんだ、と尋ねたくなるほど、ミヒルは体調が悪そうだった。

「お話を、とのことですが……部屋を用意させます、そちらで休んでください」

　さすがに話し合いなどできない――その場のロスフェルト家のものはみなそう思ったようだ。フェリーネがそう申し出ても、家族の誰ひとりとして異を唱えなかった。フェリーネの家族どころか、ミヒルの両親であるフェルヘイ家の当主夫妻も、子息を心配そうにしている。

「い、いいえ、僕はフェリーネさんとの話し合いを……」

　体調だけでなく、居心地も悪そうだ。

　ロスフェルト家の席のひとつには、クレルクから駆けつけたアンドレ叔父が着席している。そしてそのとなりにはユーリの姿もあった。

　――ここで倒れられても迷惑。

　それがフェリーネの感想だった。

　すでにロスフェルト家からは、ミヒルの遊行を理由に、婚約への取り組みを白紙に戻す申し入れがされている。

「話し合いとおっしゃいますが、これ以上のお話はこちらには」

　ミヒルが唸る。彼の首、襟元にフェリーネは視線を外せなくなっている。

　そこに赤いものがある。

　斑点に見え、そうと気がつくと袖口からも赤いものがのぞいている。

「フェリーネさんは僕と顔合わせをして話をして……それからは僕に嫁ぐための準備をしてくれてたんだと思ってた」

「将来嫁ぐときのために作法を学ぶのは、私以外でも」

「そっ、そういうことじゃないんだ！」

　さすがにフェリーネでも気がついている。ミヒルはフェリーネとの婚約に対し、かなり明るい気持ちで向き合っていたらしい。

「きみは……僕のことをどう思っていたんだ？　ちょっと不都合があって、すぐ切り捨てられるような……」

　当主同士での話し合いでは終わりそうにないのだ。

　だから両家が向き合っているのだし、体調の悪さを押しミヒルはロスフェルト家までやってきた。

「ミヒルさんが……なんといいますか、おとなの方向けのお店で遊んでいるのを知ったとき、私があなたに対して思ったのは……身持ちは大丈夫な方なのかと、その点のみです」

　ぐ、とミヒルがのどから妙な音を出した。口をもごもごと動かし、ひどい色になった顔をハンカチでぬぐった。

「僕はきみとの夫婦生活で、た……楽しんでもらえたらって、遊ぶとかそういうのじゃなく……きみに悦んでもらえるなら、そういう店で勉強をしてもいいんじゃないかと」

　深いため息がいくつも落ちていった。

　おもにロスフェルト家からそれは落ち、フェルヘイ家の当主夫妻は頭を抱えている。

「不道徳かもしれないけど、僕としては……きみのために」

「……不道徳なことをした理由を、私のせいにしないでいただけませんか」

　冷静に話し合いが終わりますように、と祈るような気持ちでいる。しかしミヒルは目に涙を浮かべはじめ、肩を小刻みにふるわせていた。

「き、きみは僕になにかしようと思ったことはあるのか？　婚約するんだぞ、お……俺をいったいなんだと思って」

　婚約をするはずで、まだそうではない――しかしクレルクでの彼や彼の友人の態度からして、すでにフェリーネを婚約者ないし妻同然と見ていたのはわかっている。

「なんだ、といわれましても……軽い顔合わせしかしたことはありませんし。手紙などのやり取りもありませんでしたから、あまり近しくは感じていませんでした」

　フェルヘイ家当主夫妻は沈痛な表情でミヒルを見つめている。

　よろしくない遊びていどなら、婚約の約束を撤回するに至らなかったかもしれない。だがフェリーネはミヒルの肌に浮かんでいる斑点に気がついてしまっている。そこを引き合いに出したくない。そこにはふれずに、どうにか話が終わってほしい。彼の行動は破婚の理由として不足だろうか。彼の肌に浮き出たものから、もう意識を逸らせなくなっている。

「私たちは遠縁でもありますし、おそらくおたがい義務的な婚約ととらえているのだろうなと。ですから、ミヒルさんが遊興にふけっていらっしゃるのも、なんというか……厄介な相手なのかもしれない、としか」

　そこでフェリーネは言葉を句切った。ミヒルがさらに真っ青になっていく――言い過ぎた。

「今回は度を越えたかもしれません、でも息子は……気持ちの優しい子です。方法を間違えたとは思います、でもフェリーネさんとの将来のために……」

　フェルヘイ夫人の声は上擦っている。気持ちが優しくても、取った行動と言い分はどうにもならない。

「ミヒルさん、ごめんなさい」

　フェリーネは自分の声が落ち着いていることに驚いていた。

　居心地が悪い。

　それはフェリーネが後ろめたく、気が咎めているからだ。ミヒルがフェリーネを思っているほど彼に気持ちがなく、彼の失態に便乗してしまいたい。

　ユーリが咳払いをし、その場の視線が集まった。

「……きみ、そういえばクレルクでフェリーネさんと一緒にいた――まさか、フェリーネさんの恋人かなにかか？」

　ミヒルの声が刺々しくなる。

「そうありたいと思っています」

　堂々とユーリはこたえ、立ち上がった。

「カウベルスから派遣された特使と挨拶させていただいたが、ユリウス・ブリンクランだ」

　ユーリは微笑んでいた。それは王族の顔であり、裏にあるものが一切透けない微笑みだった。

　フェルヘイ家当主夫妻の顔から表情が消えた。ブリンクランが誰を指す姓か気がついている。ミヒルはどうかわからない。彼はただただ具合が悪そうだ。

「トウサは大陸諸国すべてが対策すべき問題だ。フェリーネ嬢には、過去に医療団の一員としてカウベルスに来訪していただいた。献身的な姿勢には驚かされたが、またこうやって特使として縁を結べるとは思っていなかった」

　彼から出る言葉は淀みなく、そして高圧的だった。ミヒルがなにか言おうと口を開け閉めし、結局言葉を差し挟めずにいる。

「宣誓式を控えていると聞いたが、それは将来を誓った相手が決まっているわけではない。ミヒルといったね、きみがするべきことは、いまは静かに療養に入ることではないか？　トウサではないだろうが、治療はもう受けているのか？」

　尋ね、ユーリは自分の首元にふれた。ミヒルのそこは斑点がある。身を強張らせたミヒルの態度から、自分の皮膚に浮かんだものを理解していそうだ。

「発言をお許しいただけますか」

　挙手したのはアンドレだった。

「聞かせてもらおう」

　ユーリが着席し、今度はアンドレが立ち上がった。

「クレルクの歓楽街で商うものたちに、聞き取り調査をおこないました。ミヒルくんたちのことがあり時期をはやめましたが、定期的におこなっているものです――ああいった場は乱れがちで、おおやけの者が介入しているとの意思表示と行動が必要ですし、効果があります」

　アンドレのそれはユーリに向けられたものだった。が、叔父の目はミヒルを見下ろしていた。

「ミヒルくん、最近だけではないね。お友達と一緒に、長いこと娼館に入り浸っていたようじゃないか。金策が難しくなって私を頼ったのか」

「も、申しわけ……ありません」

　絞り出すように言うミヒルには、もうここを出て身体を休めてほしかった。

「診察結果を聞かせてもらいたい」

　ここ最近で一番冷たい声をランベルトが発した。

「その体調の子息を、医者にも診せずに連れてきたわけではあるまい」

　フェルヘイ家当主夫妻が逡巡するのがわかった。ミヒルが深くうつむき、フェリーネはこの話し合いが終わるのだ、と理解していた。

　そしてミヒルの父が口にしたのは、時間は多少かかるものの、医薬品もあり完治のできる――性病だった。
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「発症する期間を考えると……かなり前から遊んでいたようです」

　話し合いの席は解散――フェルヘイ家は退出していた。

「残念ながらミヒルくんと同行していた友人たちも、おなじものにかかってしまっています」

　その場に残った父母や叔父、ユーリの様子から、ミヒルが性病に罹患していることを知らなかったのはフェリーネだけのようだ。あえて耳に入れなかったのだろう。ミヒルの両親の勢いが弱かったのは、さすがに性病持ちになった息子に思うところがあったのかもしれない。

「アンドレ卿の手を借りて、ひとを使っていくつか調べたんだよ、フェルヘイ家は借財の額が……ひどくてね」

　フェリーネは戯れ歌を思い出していた。

　――クラーセンは暮らせんどころか一儲け。

　ロスフェルト家とフェルヘイ家は遠縁だ。遠すぎて、関わりがなさすぎて、おたがいのことを知らなすぎた。

　これまで縁がなかったからこそ、と婚約話が持ち上がっていたが、ロスフェルト家はあちらの財政難を知らなかったし、フェルヘイ家はこちらがかつかつの状態になっているのも知らなかっただろう。むしろロスフェルト家の領地は豊かで、婚家ともなれば財政支援を期待できると考えていたのではないか。

「こんな短期間で、よくそこまでわかったわね」

　ユーリがうなずく。退出したフェルヘイ家の面々は、近くの療養所に向かっているはずだ。さすがに体調の悪いミヒルに領地に戻れといいづらく、温情と取るか侮辱と取るかはあちら次第だった。

　叔父が首を振る。

「残念だが、それだけミヒルくんたちの素行がよくなかったということだ。聞き取りに出向いた先で、ぼろぼろ出てきた。遊び方が拙い素人には、あのあたりの娼婦は食い物にするようなことはしない。だが全員調子に乗ったようだ……馴染みになった娼婦に、かわいい嫁をもらう予定だとまで話していたそうだよ。うちで面倒を見ているのをみんな知っていたからね、なかなか話が上がってこなかった……聞き取り調査のやり方も考えていかないとな」

　遊ぶのが下手な貴族の話は聞いたが、彼らが領主の庇護下にいる、という話は出てこなかった。歓楽街の面々は、そこは口外しないとしめし合わせていたのかもしれない。

「アンドレ卿、あなたの管轄内で性病が発生したわけですが、今後流行する可能性がありますか？」

「手は打ちましたので、流行は抑えこめるかと。定期的にあそこでは公費で検査を受けさせております。ただ外部から訪れる客が多いので、封じこめは一時的になりますが」

　フェリーネは叔父のかたい表情を見つめた。

「みなさんの心が穏やかではいられない席ではありましたが」

　ユーリが席を立ち、フェリーネのそばに立った。

「この場を借り、フェリーネさんに求婚する許しをいただきたい」

　フェリーネの椅子の前でユーリが片膝をつくと、母が短い悲鳴を上げる。

　ユーリに手を取られ、フェリーネは息を呑んだ。

　碧いユーリの瞳が、黒い前髪の間から見上げてくる。

　カウベルスで出会ってから、ずっと忘れられなかったものだ。

「動揺しているときにすまない。もうたとえ婚約予定者であっても、きみの近くにほかの男が近づこうとすることに……耐えられそうにないんだ」

　両親や叔父が目を見開いている。全員がまとめて驚いている顔を見るのははじめてだった。まだユーリは求婚したいという立場の男なのだ。

「俺の生命を分かつように、きみを愛することを誓うよ――俺の妻となって、となりにいてほしい」

　求婚への返事などは、考えたことがなかった。それでもフェリーネは微笑み、くちびるを開く。

「お受けいたします。私の生命もあなたに分かち、いつまでも共にあります」

　ルースが切れ切れの声を漏らした。なにを言っているのかわからないが、顔を覆って泣き出した母を父が抱きしめた。

　フェリーネの手にユーリのくちびるが押し当てられる。ぞくりとしたものが背筋を抜けていく。

　立ち上がったユーリの指が伸びてきて、フェリーネは自分が涙ぐんでいることに気がついた。

「これから忙しくなるね」

　ユーリの笑顔を前にすると、自然とフェリーネも微笑んでしまう。

「忙しいのには、けっこう慣れてるの」

　王家を前にすれば、伯爵家で学んだものなど児戯に等しいだろう。カウベルス王室に入るというなら、あらためて作法を学び直すことになるはずだ。

　それについては、気が重くならなかった。

　義務としての婚約だなどと考えるでもなく、自分で執りおこなうべきことだ。身につけるべきものを学ぶ――自力で成し遂げるのだ。フェリーネはとても気が楽だった。

　実際に学ぶときが来ればどうなるかわからない。だがフェリーネにとっていまは重荷ではない。

「とっておきのワインを出そう、いいだろ？」

　ランベルトがルースに耳打ちするのが聞こえた。

　両親と叔父の表情だけで、ユーリの求婚を喜んでくれていると伝わってきていた。
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　イザークはデルクセンに向かい、クラーセンを訪れることはない。

　第二王子の静養にかかる費用への心配は消えた。いずれダンメルス王家から、王命の撤回がもたらされるだろう。

　これまでの心配事が消え、そのかわりに、ふたたびフェリーネが嫁ぐための支度にかかる費用が立ちはだかった。

　いま手元にある額だけでなく、もっと用意しなければ先々フェリーネが苦労するかもしれない。嫁ぎ先は王家だ。あればあるだけ持参金に助けられる、そんな事態も起こり得るのだ。

　両親は頭を抱えている。その理由をフェリーネがあっさりユーリに話してしまい、両親はさらに深く頭を抱えていた。いちおう見栄はあるようだ、内密にするべきだったらしい。

　散歩すると出かけていったアンドレを見送ったときも両親は元気がなく、ユーリが同席したお茶の席でも暗い顔をしていた。執事においては死人同様の様相となっている。

　税を重くすれば支度金を回収はできるが、それは避けたい。

　フェリーネの支度金などは手つかずとはいえ、王族に嫁ぐ娘が恥をかいたり心許ない思いをすることもまた、両親は避けたいのだ。

　状況からして、両親たちの表情がかたいのはうなずける。しかしユーリもまたどこか緊張した面持ちになっている。

「もしも、なんですが……小麦に備蓄する以上に余剰分があるなら、僕に売っていただけませんか」

　ユーリの慎重そうな声に、フェリーネと両親は首をかしげた。

「先頃のトウサの流行で、カウベルスが負った傷は深いんです。クラーセンやクレルクで食事をして、作物全般の質のよさに驚きました。味のいいしっかりした食事は、回復するためにも不可欠です。クラーセンからクレルクに抜ける道は整っていましたし、クレルクはクレルクで、物資の運搬に優れた対策を取っていることもわかりました」

「小麦だけでなく、確かにうちはここ最近領内で値崩れするくらい作物が豊作で」

「お父さま、それなら決まりじゃない？」

「い、いいのかしら。そんな身内で売り買いをしてお金をまわすような……」

　ルースは不安げにするが、ユーリが軽やかに笑うと口をつぐんだ。

「もちろんなにか不正をしようってわけじゃないです。間に専門の人間を入れます」

　ランベルトが目算ですぐ動かせる小麦をささやき、ユーリがそこにどれだけの金額をあてることができるかささやく。執事以外の顔色がよくなっていった。フェリーネは執事にちいさく手を振り、大丈夫よ、とうなずく。ロスフェルト家に起こることを我が身の一大事として受け留める執事は、肩を上下させていた。安堵の息を吐いたのだと、離れているフェリーネでもわかる。

「それではフェリーネさんと気分転換してきます、ちょっと散歩に」

　両親に見送られ、フェリーネはユーリと連れ立って屋敷から出る。

　人目のないあたりに来ると手を取り合い、小走りになり、道端に用意されたベンチにたどり着いたときには、ふたりとも笑いはじめていた。

「豊作に感謝ね！」

　肩の荷が下りていた。

　まだまだ肩の荷は大量にあるが、ひとつでも下りると、笑い出してしまうほど明るく晴れやかな気持ちになれた。下りてみなければ、その重さをなかなか自覚できなそうだ――ほかの荷が下りる日が楽しみだった。









　ベンチで寄り添って腰を下ろし、見慣れた景色を眺めた。

　そびえる山々の稜線はいつもそこにあり、美しい。領地に広がる山野はここ数年手入れが行き渡っていた。それは領民が健康を損なっていない証拠だった。

　フェリーネはいずれクラーセンを離れ、それこそもう戻る日は来ないかもしれない。さみしさはあるが、そのときフェリーネのとなりにはユーリがいてくれるはずだ――いまとおなじく寄り添って。

「ねえ、小麦の買いつけ、ユーリの独断で決めてよかったの？」

　とても助かるけど、という言葉は呑みこんでいた。

「いちおう事業は手がけているんだ。フェリーネの支度金だって、俺が出すつもりだったんだよ」

　療養の名目で身を隠している印象だったため、フェリーネは驚いていた。そしてそれを隠す気がなかったため、顔に出ていたらしい。ユーリが笑い出した。

「カウベルスの川沿いに土地を持ってるんだ。特産品はないけど、外から入れた石を加工する職人が多くて――そこの収益から出せるよ。とっくの昔にトウサをやり込めた年齢の職人が多いから、安定した生産量があるんだ」

「どこもかしこも、そうなったらいいのにね……私、そんなに甘えていいものなのかしら」

　その収益は職人たちのものだ、という意識が脳裏に湧いて出た。

「問題はないよ、職人たちに還元すべきものはしてる。事業以外の俺個人の資産からだって、俺の奥さんのための支出なんだ、喜んで出す」

　ユーリは真剣だ。あるところには、あるものなのだろう。

「療養中の殿下が事業を手がけられるものなの……？」

「もちろん。持ってる土地で事業もまわしてるよ、俺の臣下も有能だし」

「まわりにしたら、療養してるように見えないんじゃ」

「怪しんでるやつはいるかもね。でもできる範囲でだけやってる。なにかあったときに動かせる資産がないと、いろいろ不便かも、って――用意しておいてよかった。最適な使い処がきた」

　ユーリの腕に抱き寄せられ、あたりに人目がないか首を巡らせようとしたフェリーネは、空の一端を渡り鳥が並んで飛ぶ姿に気がついた。

「あ」

「……どうかした？」

　指差した先、黒い点が集まり孤を描いている。

「ああ……もうそんな季節なんだね」

　鳥を認めたユーリの胸に身を預けた。

「一説だと、渡り鳥の時期にトウサがはじまるんですって」

　クレルクの先、山に暮らす猟師たちの間では、昔からそれが定説だった。

「そうなのか？　鳥の渡ってくる季節になにかあるのか、渡り鳥の種類になにかあるのか……調べてみて、なにか絞りこめたらおもしろいかもしれないな」

「鳥のことを調べてる学者さん、カウベルスにいるの？」

「動物学者も植物学者もいる。カウベルスにいったら、会えるよう場を用意するよ」

　微笑んだユーリに顔をのぞきこむようにされ、フェリーネは口を開く。考えていることを話すよう、うながされた気分だった。

「トウサが流行すると、かかってるひとがいなかったり、少なかったりする地域があって、そこに避難するひとがいるじゃない？」

「俺のまわりは多かったよ」

　婚約者候補たちがそうしていたと、ユーリが話していた。彼女たちは無事なのだろうか。フェリーネの胸に苦いものが広がった。病んだユーリを置き去りにした、と非難がましい気持ちになりかけたが、それを振り払う。

「ダンメルスの記録を調べてみると、流行したときにかからずに済んだひとも、結局何年か経って再流行したときにトウサにかかってるの」

　フェリーネは空を見上げた。鳥がくり返し渡ってくるように、トウサもくり返し流行している。

「何年かするとトウサってまた流行るでしょう？　そのときにも避難が成功すればいいけど、そうじゃないと結局かかってしまって……亡くなる方も」

　老いてから罹患したひとびとには、予後に生命を落とす姿が目立った。特効薬もいまのところはなく、患者がどれだけ自身の体力で病魔と戦えるか。

「フェリーネと医療団で会ったときに話したこと、いまでも覚えてる」

「たくさん話したわね、なつかしいわ」

　そのなかには荒唐無稽な話もあった。

　思い出して笑ってしまう、いま思い浮かべているものも荒唐無稽なもの。

「……叔父さま」

　大きな荷物を両手で抱えたアンドレが、フェリーネたちから視線を外しながら歩いてくる。すばやくフェリーネとユーリは身体を離し、ベンチから立ち上がった。

「おや、ふたりともいたのか」

　惚けた声である。抱擁していた姿を見なかったことにしてくれるのだ、フェリーネは笑顔でうなずいた。

「いいにおいね」

　布で巻かれた荷は、中身を確かめなくてもわかる。香ばしいにおいがしていた。

「顔見知りが焼き立てだっていって、パンを土産に持たせてくれた。あとでみんなで食べよう」

　三人で連れ立って歩きはじめ、フェリーネはせっかくだ、と尋ねることにした。

「叔父さま、歓楽街で取っている政策なんだけど……質問してもいいですか？」

「ああ、かまわんよ」

「性病を持ち運んでしまうようなひとが遊んで、あそこで働くひとにうつしてしまうけど……定期的に診察をしていけばあるていど抑えこめて、ひどい流行にはならない、ってことでしょう？」

「うん、まあそうだね」

「歓楽街で働いている方たちは、そういう対象になってることをどう思ってるのかしら」

　――不満や不安などはないのだろうか。

「あそこで働く条件なんだ。医者や薬にかかる費用はこっちが負担する。働きたいっていうひとが来ても、それを了承して契約書をつくるまではどこも雇い入れないようにしてある」

「そんなに厳重に？」

「政策だからね。みんな訳ありだ、むしろ領主が面倒をみるっていって、喜んでくれてるらしい」

　叔父の様子からして、歓楽街で働く者から聞かされたおべっかではなさそうだ。

「うまくいっているのね」

　ユーリと視線を交わす。以前彼と話した荒唐無稽なこと――まだどこの医師たちも実践していないことで、無茶であったり倫理的に問題があったりすること。

　性病は身持ちのかたい者がかかることはあまりないだろう。罹患するものは傾向も限られ、歓楽街の――娼館に立ち寄るものが大半だ。

　――トウサにかかったものが集まる場所を用意したら、どうなるだろう。

　性病と感染症は違う。

　感染しやすさも違うはずだ。

　おなじように考えてはいけないのではないか。フェリーネはどう話すべきか迷っていた。

「宿場町は大なり小なり、どこも歓楽街がある。フェリーネの案を取り入れて正解だったな。昔は酒を振る舞う店も娼館も広範囲に散らばってたんだが、一手にまとめてよかったよ」

「私がなにか……？」

「なんだ、覚えてないのか」

　日が暮れていく景色のなか、吹いた風は涼しいものだ。

「おまえがトウサで寝こんでるときに見舞ったら、みんな集めてまとめてかかっちゃえばいいのに、って話してたんだよ。なにも覚えてないか？　まあ、まだ病み上がりだったからな」

「そんなことあった？」

　アンドレが見舞いに訪れたことは知っている。しかし話をした覚えはなかった――朦朧としていたのかもしれない。

「もしもだけど、おなじことをトウサでもおこなったら」

　――以前話したことのある、荒唐無稽な。

「全員、確実に罹患させるのか」

　ユーリが唸った。

　――一定の体力のある年齢になったら、一箇所に集めトウサに感染させる。

　予想外の感染を起こさず、症状の悪化に対応できる場をつくることができれば、可能なはずだ。なんといっても、トウサは一度かかれば二度はかからない。

「クラーセンにも医院があるだろう？　あれの大掛かりなものが、デルクセンにいくつかあるんだ。医師だけでなく、専門の看護人や薬師や、研究者が詰めるところが」

「……みんなで協力できないかしら」

　国同士で知恵や資金を協力し合えば、もっとトウサの治療が進展するのではないか。

「フェリーネ、知恵を拝借したんだ、まずは私が協力するよ。力になれることがあったら相談しなさい」

　聞き漏らしそうな声で、金はないが、とアンドレは続けていた。

　笑っていいものか迷っていると、道の先に建つロスフェルトの屋敷に馬が駆けこんでいくのが見えた。

　馬の胴衣の紋を目にし、フェリーネをはじめ三人の足がはやくなっていった。









　早馬はカウベルス王家からのものだった。

「帰ってこいって」

　報告書の筆跡からダンメルスにいるのがユーリだと発覚し、療養生活が嘘だと発覚し、隠すためにイザークが協力していたことが発覚し、そこからユーリが性的不能ではないということも発覚してしまった。

　すべて発覚してしまっている状況だ。どうするのか、と顔色をうかがったユーリは、けろりとしている。

「説明の手間が省けてよかった。フェリーネを連れて帰る説明だけでいいから、手短な返事を書けばいいな」

　今度の伝令も休ませている。返事が用意できたら、それを持ってまた馬を走らせるのだ。

「俺は側妃を取る気はないから、そのあたりを念押ししておくよ。この先はイザークにもがんばってもらわないと」

　デルクセンに向かったイザークがこの先どう動くつもりなのか、そこまではユーリでもわからないようだ。

「イザークはどうするんだろうな。デルクセンで暮らすつもりなのかな」

　執事の用意した便箋に向き合い、ユーリがつぶやく。

「さっきフェリーネがアンドレ卿と話してただろ？　一箇所にトウサの患者を集めて感染させるって」

「ええ……でもさすがにあの案は」

「そのまま、っていうのは難しいかもね。だけど……そういう、まだやっていなかったり、無理だろうって思いこみが先に来てるものって、けっこうあるんじゃないかな。それを綿密にすり合わせて専門家の意見を取り入れていけたら」

「大陸全土では難しくても……ダンメルスとカウベルス、デルクセンで……」

　現在は各国が自分の膝元のことで手一杯だ。少しでもいい、連携し情報交換をする。そうすればまずはトウサの感染縮小、いずれは撲滅に向け、もっと進展が見られるのではないか。

　さらさらと文字の綴られていった手紙を預かり、伝令は翌朝はやくに屋敷を発っていった。

「手紙にはなんて書いたの？」

　朝食前の散歩で肩を並べ、フェリーネは尋ねた。

「嘘をついてごめんなさいってことと、妃を連れて帰るって」

　やることがたくさんある。

　それを意識しても怯まないでいられるのは、となりに彼がいてくれるからだ。

「いろいろ大変そうね、私たち」

　いざ本格的に事態が動き出したとき、いまのように笑っていられなくなるかもしれない。

「生命があるんだ、なんとかなるよ。自分でするべきことを決めて、そのために動いていこう――フェリーネ、愛してる。先行きは困難だったり壁があったりすると思う。でも俺は、フェリーネがいてくれたら乗り越えられる」

　そっとフェリーネは周囲をうかがった。誰もいない。たぶん、誰も見ていない。

　背伸びをしてユーリの頬にくちづける。

「……私を選んだこと、後悔させないわ」

「俺も、俺を選んでよかったって思わせてみせる」

　ユーリからのくちづけの返礼は熱烈なもので、フェリーネは彼の腰に腕をまわし身を委ねていった。







（了）










著者紹介




日野　さつき（ひの・さつき）


２０１４年「夜に誘うもの」（徳間書店）にてデビュー、しあわせな恋人がもっとしあわせになる物語をお届けできるよう活動中。






発行　天海社








Copyright © 2025 Satsuki Hino All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
«rj

D
ang
T
=
=
g
o2
=
=1
s .
o}
7}
B
=]






item/image/i-002.jpg





item/image/i-001.jpg





item/image/i-003.jpg





